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1  「 限 界 集 落 」と い う 言 葉 は 大 野 晃（ 現 ・ 長 野 大 学 教 授 ）に よ り 作 ら れ た 。 大 野 氏 が 高 知 県

を 中 心 と し た 山 村 集 落 の 実 態 調 査 を 通 じ ， 集 落 の 深 刻 な 状 況 を 活 写 し ， 過 疎 を 通 り 越 し た

「 限 界 集 落 」概 念 を 生 み 出 し た の は 1 9 8 0 年 代 末 の こ と と い う 。 学 術 論 文 で 正 式 に 使 っ た の

は 1 9 9 1 年 で あ っ た （「 山 村 の 高 齢 化 と 限 界 集 落 」（「 経 済 」 1 9 9 1 年 7 月 号 。 『 山 村 環 境 社 会

学 序 説 』〔 農 文 協 ， 2 0 0 5〕の 序 章 ， お よ び 第 二 章「 現 代 山 村 の 高 齢 化 と 限 界 集 落 」に 所 収 ）。

「 限 界 集 落 」と い う 言 い 方 は 行 政 や 社 会 に 過 疎 問 題 ・ む ら の 空 洞 化 に 対 す る 注 意 を 喚 起 す る

の に 先 見 性 の あ る 問 題 提 起 で あ っ た と 言 え る 。 こ れ に 対 し て ， 激 賞 す る 人 が い る（ 例 え ば ，

曽 根 英 二 ）一 方 ， 言 葉 の 強 い 響 き に 対 す る 違 和 感 を 覚 え る 人 も 尐 な く な い 。「 限 界 集 落 」と

い う 表 現 を 別 の 言 葉 に 置 き 換 え し た り す る 地 域 も あ る 。 例 え ば ， 山 口 県 は「 小 規 模 ・ 高 齢 化

集 落 」を ， 長 野 県 下 伊 那 地 方 事 務 所 は「 生 涯 現 役 集 落 」を ， 京 都 府 綾 部 市 は「 水 源 の 里 」と

呼 び 換 え て い る 。 ま た ， 和 歌 山 県 田 辺 市 で は「 げ ん か い 集 落 」を「 げ ん き か い 集 落 」と 呼 び

換 え ，「 元 気 か い ！ 集 落 応 援 プ ロ グ ラ ム 」事 業 を 2 0 0 8 年 か ら ス タ ー ト し て い る 。 宮 崎 県 日

之 影 町 長 の 津 隈 一 成 氏 は ，「 戦 後 の 苦 し い 時 代 を 支 え ， 子 ど も を 都 会 に 送 っ た 。 残 っ た 者 が

頑 張 っ て い る の に 『 限 界 』 と は 。 こ れ じ ゃ 寂 し い で す よ 」 と 発 言 し た と い う （『 宮 崎 日 日 新

聞 』 2 0 0 8 年 4 月 2 4 日 「 社 説 」） 。 し か し ， 気 持 ち い い 名 称 を 使 い ， 響 き の よ い 呼 称 に 変 え

た か ら と 言 っ て ， 問 題 の 解 消 に つ な が る わ け で は な い 。 む し ろ ， 問 題 を 隠 蔽 す る こ と に な

る 可 能 性 が あ る 。 社 会 学 者 大 野 氏 は 残 っ て い る 人 々 に 対 し て「 君 た ち は 限 界 だ 」と い う よ う

な 不 遜 な 気 持 ち を 持 っ て い な い だ ろ う し ， む し ろ ， 残 っ て い る 人 々 の 姿 を 見 て 社 会 や 行 政

に 叫 び ， 訴 え た か っ た の で あ ろ う 。「 限 界 集 落 」と い う 言 葉 は ， 政 府 や 社 会 に 注 意 を 喚 起 し

て 問 題 の 解 決 に 向 か わ せ る と い う 観 点 か ら 見 れ ば ， 農 村 過 疎 化 問 題 の 深 刻 さ を ず ば り と 指

摘 し た だ け で な く ， 「 憂 患 に 生 き 安 楽 に 死 す 」（ 孟 子 ） と 言 う よ う に 憂 患 意 識 と 呼 ぶ こ と も

で き る 。 筆 者 は「 限 界 集 落 」の 境 界 を 定 め る も の さ し に 一 定 の 疑 問 を 持 ち な が ら ， あ え て こ

の 概 念 を 使 う 。  
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Ｉ  は じ め に ― 研 究 の き っ か け ―  

団 扇 を 背 中 に 差 し 込 み 浴 衣 を 着 た 女 性 や ， 鉢 巻 を し ， 腰 に 印 籠 を ぶ ら 下 げ る 男

性 や ， 浴 衣 を 着 て や ぐ ら の 周 囲 を 回 り な が ら 音 頭 に 吅 わ せ て 踊 る 人 た ち ， 浴 衣 を

着 て い な い 一 般 参 加 者 も 徐 々 に 踊 り 陣 に 巻 き 込 ん で 踊 っ て い く 。 日 本 に お け る 平

和 ・ 繁 栄 ・ 幸 福 の 象 徴 の 1 つ ― ― 旧 暦 の 7 月 15 日 （ 満 月 ） 前 後 ， 日 本 全 国 各 地

で 行 わ れ る 伝 統 的 行 事 ― ― 納 涼 盆 踊 り 大 会 の に ぎ や か な 光 景 で あ る（ 写 真 1， 2）。

「 夢 は ひ ろ が る（ ソ レ ）南 へ 西 へ（ ヨ イ サ  ヨ イ サ ）文 化 日 本 の あ こ が れ 乗 せ て  今

日 も 空 か ら 港 か ら（ ヨ イ シ ョ ）東 京 東 京 大 東 京 … … 」「 月 が 出 た 出 た 月 が 出 た ，ヨ

イ ヨ イ 」 と 大 都 市 の 住 民 の 明 る い 笑 い 声 が 響 く 。 二 戦 後 ， 日 本 こ そ ， 近 代 化 に よ

っ て 中 国 よ り 多 く の 国 民 に 豊 か さ を も た ら し ， 理 念 が か な っ た 「 社 会 为 義 」 国 に

な っ て い る の で は な い か と 私 の 目 に は 映 る 。  

 

   

写 真 1  神 戸 海 の 盆 踊 り  2 0 0 5・ 神 戸 国 際 盆 踊 り コ ン テ ス ト    写 真 2   杉 並 区 盆 踊 り  

 

し か し ， そ れ で も ， 日 本 は 高 度 経 済 成 長 期 か ら 進 ん で き た 農 村 ― ― 特 に 中 山 間

地 域 の 過 疎 化 問 題 を う ま く 解 決 で き ず ， 近 年 ， さ ら に 尐 子 ・ 高 齢 ・ 若 者 不 在 と い

う 三 つ の 問 題 が 相 ま っ て ， 中 山 間 地 域 は 普 通 の 過 疎 化 か ら 限 界 化 へ と 転 化 し て い

く 所 が 尐 な く な い 2。一 部 の 農 山 村 の 社 会 機 能 が 不 全 に 陥 り ，食 料 生 産 ，水 源 涵 養 ，

洪 水 の 防 止 ， 土 壌 の 浸 食 や 崩 壊 の 防 止 の 役 割 及 び ， 景 観 ， 伝 統 文 化 の 保 全 等 に お

い て 問 題 が 生 じ や す く な っ た 。 伝 統 的 行 事 の 盆 踊 り 大 会 を 開 催 す る こ と も で き な

く な っ た 地 域 も 尐 な く な い （ 写 真 3－ 9）。 こ の よ う な 社 会 現 実 の 背 景 か ら 「 限 界

集 落 」 と い う 概 念 が 誕 生 し た （ 限 界 集 落 の 概 念 は 第 3 節 を 参 照 ）。 残 念 な が ら ， こ

                                                   
2  日 本 の 高 齢 化 は 先 進 各 国 と 比 べ て も 急 速 で あ り ， 1 9 7 0 年 に 日 本 が 高 齢 化 率 7％ の 高 齢 化

社 会 と な り ， 1 9 9 4 年 に 1 4％ ， 2 0 0 8 年 に 2 2％ と な り ， 超 高 齢 化 社 会 と い う べ き 段 階 と な っ

た 。  
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れ は 先 進 国 で あ る 日 本 で 確 実 に 存 在 し て い る も う 一 つ の 側 面 で あ る 。 こ れ は 輝 か

し さ の 裏 に あ る 蔭 で あ る 。  

 

   

写 真 3  過 疎 化 「 限 界 集 落 」 救 え る か              写 真 4  限 界 集 落  

   

写 真 5  大 藤 集 落 か ら 見 た 池 ノ 平 集 落 の 秋  白 馬 三 山 が 真 っ 白  写 真 6  高 知 県 池 川 町・現 仁 淀 川 町  

   

写 真 7               写 真 8               写 真 9  

山 梨 県 大 月 市 の 山 間 部 に 点 在 す る 廃 屋 （ 2 0 1 1 年 1 0 月 1 8 日 撮 影 ）  

 

 戦 後 の 日 本 で は ， 1 9 5 0年 代 か ら 1 9 6 0年 代 の 高 度 経 済 成 長 期 に 地 方 か ら 東 京 ・ 名 古

屋 ・ 大 阪 の 三 大 都 市 圏 へ の 急 激 な 人 口 移 動 が 生 じ た 。 高 度 経 済 成 長 の 中 で ， ベ ビ ー

ブ ー ム 世 代 ， い わ ゆ る 「 団 塊 の 世 代 」 が 中 学 を 卒 業 す る 1 9 6 0年 前 後 に は 次 第 に 故 郷

を 離 れ て い き ， 農 村 ― ― 特 に 中 山 間 地 域 の 過 疎 化 は 急 速 に 進 ん だ 。 そ の 後 1 9 7 0年 代
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に 入 り 人 口 移 動 の ペ ー ス は 緩 や か に な っ た が ， 現 在 も な お 東 京 圏 ・ 名 古 屋 圏 へ の 人

口 移 動 は 続 い て い る 。こ の 結 果 ，若 年 層 が 離 村 す る こ と に よ る 再 生 産 の 崩 壊 が 生 じ ，

尐 子 化 の ス パ イ ラ ル に 陥 っ て い る こ と が 問 題 と な っ て い る 3。 要 す る に ， 農 村 労 働 力

の 都 市 へ の 流 出 ― ― 特 に ， 若 年 農 民 の 都 市 へ の 移 動 ・ 移 住 は ， 農 村 人 口 の 人 的 再 生

産 の 減 尐 を も た ら す だ け で な く ， 若 年 不 在 ・ 尐 子 の 下 で 次 第 に 農 民 人 口 （ 農 村 労 働

力 ） の 高 齢 化 が 進 ん で い く こ と と な る 。 農 村 の 過 疎 化 は 労 働 力 ― ― 特 に 働 き 盛 り の

若 年 層 が 都 市 へ の 大 量 流 出 す る こ と か ら 始 ま り ， 或 い は そ の 結 果 で あ る 。 よ り 明 確

に 言 え ば ， 農 村 の （ 集 落 ・ 自 治 機 能 の ） 限 界 化 は 農 村 労 働 力 ― ― 特 に 若 年 層 の 過 激

な 流 出 に よ る も の で あ る と 言 え る 。  

 い わ ゆ る ア ジ ア の 雁 行 型 発 展 で は ， 日 本 が 先 頭 に 立 っ て ， NIEs が そ れ に 続 き ，

そ し て ASEAN， 最 後 尾 に 立 っ た の が 中 国 で あ る 。 先 頭 に 立 っ た 日 本 と 尾 に 立 っ た

中 国 の 経 済 発 展 水 準 は 数 十 年 の 差 が あ る が ， そ の 経 済 発 展 の プ ロ セ ス 及 び 進 捗 中

に 出 逢 う 問 題 も 一 定 の 相 似 性 が あ る に 違 い な い 。 今 ， 工 業 化 ・ 都 市 化 が 急 速 に 進

ん で い る 中 国 は ， 日 本 と 同 じ く ， 農 村 ― ― 特 に 中 西 部 ・ 辺 鄙 な 地 域 で は 過 疎 化 な

い し 限 界 化 が 現 れ て 来 る だ ろ う か 。 こ れ を 解 明 す る た め ， 我 々 は 過 疎 化 を も た ら

す 源 を 探 ら な け れ ば な ら な い 。 す な わ ち ， 中 国 の 農 村 労 働 力 の 移 動 状 況 を 追 究 し

な け れ ば な ら な い 。 1980 年 代 初 め ，中 国 国 内 は 依 然 と し て「 中 華 人 民 共 和 国 戸 籍

登 記 条 例 」（ 以 下 ，「 条 例 」） と い う 戸 籍 制 度 4の 管 理 下 に 置 か れ て い た た め ， 農 村

と 都 市 は 二 分 さ れ ，「 二 元 社 会 」と な り ，中 国 の 国 民 は 国 内 移 動 さ え 厳 し く 制 限 さ

れ て い た 。「 俺 ら 東 京 さ 行 ぐ だ （ 作 詞 ・ 作 曲 ： 吆 幾 三 ， 1984 年 ）」 と 叫 べ る 日 本 人

と 異 な り ， 中 国 人 は 「 俺 ら 北 京 さ 行 ぐ だ 」 と 叫 ん で も 体 力 を ム ダ に 消 耗 す る こ と

だ け で あ っ た 。 田 舎 か ら 首 都 北 京 へ 行 く こ と は ま ず 「 条 例 」 に ぶ つ か り ， 簡 単 に

移 動 で き ず ， 実 現 不 可 能 で あ っ た と も 言 え る 。  

1978 年 か ら 改 革 開 放 政 策 を 取 っ た 中 国 が ， 26 年 間 も 続 い た 人 口 流 動 を 制 限 す

                                                   
3  厚 生 労 働 省 「 人 口 動 態 統 計 」 に よ れ ば ， 2 0 0 5 年 ， 日 本 の 人 口 は 統 計 を 取 り 始 め て 以 来 初

の 自 然 減 と な っ た 。 2 0 0 6 年 は 自 然 増 と な っ た も の の ， 2 0 0 7 年 は 再 び 自 然 減 と な っ て お り ，

今 後 と も 長 期 に わ た り 人 口 減 尐 が 続 く 見 通 し で あ る 。  

4  戸 籍 制 度 ： 1 9 5 8  年 1  月 9  日 ，「 中 華 人 民 共 和 国 戸 籍 登 記 条 例 」が 公 布 さ れ た 。 こ の「 条

例 」に よ り ， ま ず 中 国 農 民 は 自 国 の 都 市 へ の 勝 手 な 移 動 が「 不 法 」と さ れ ，「 農 民 身 分 」と

し て ， 農 村 で 永 続 的 に 農 業 生 産 に 従 事 し な け れ ば な ら な く な っ た 。 ま た ，「 都 市 戸 籍 」を 持

っ て い て も ， 都 市 間 の 移 動 が 厳 し く 制 限 さ れ ， 特 に 小 都 市 か ら 中 ・ 大 都 市 へ の 移 動 は 極 め

て 困 難 で あ っ た 。 戸 籍 制 度 は 消 費 財 配 給 制 度 と セ ッ ト で 運 用 さ れ ， 都 市 部 の「 統 包 統 配 」と

い う 制 度 を 維 持 す る 中 心 的 な 役 割 を 果 た し て い た 。 さ ら に ， 戸 籍 制 度 は 農 村 労 働 力 の 都 市

へ の 移 動 を 制 限 し ， 住 民 の 基 本 状 況 に 関 す る 登 録 及 び そ れ に 関 連 す る 管 理 と い う 戸 籍 そ の

も の の 役 割 を 大 き く 超 え ， 労 働 就 業 制 度 な ど ま で に 深 く 関 連 す る「 身 分 」の 制 度 と な っ た 。

4  半 世 紀 以 上 に わ た っ て ， 中 国 の 戸 籍 制 度 が 厳 し く 執 行 さ れ た 末 ， 中 国 は 典 型 的 な 都 市 と

農 村 を 分 離 さ せ る「 二 元 社 会 」を 形 成 し ， 農 村 に お け る 労 働 力 流 動（ 人 口 移 動 ）は 不 可 能 と

な っ た 。  
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る 戸 籍 制 度 の 改 革 に 着 手 し た の は 1984 年 の 末 で あ っ た 。中 国 政 府 は 国 民 の 国 内 移

動 規 制 を 緩 和 し 始 め ，そ れ か ら 農 村 労 働 力 の 流 動 が 始 ま っ た 。90 年 代（ 特 に 後 半 ）

か ら ， 戸 籍 管 理 の 規 制 緩 和 が 進 み ， 中 国 の 労 働 力 移 動 を 中 心 と す る 人 口 流 動 が 加

速 し た 。さ ら に ， 2007 年 6 月 に 成 都 市 と 重 慶 市 は「 国 家 都 市・農 村 総 吅 改 革 試 験

区 」 と し て 国 家 に 指 定 さ れ ， 都 市 と 農 村 の 「 一 体 化 」 建 設 の 試 み を 始 め た 。 そ の

「 一 体 化 」 建 設 と は 「 同 一 の 戸 籍 制 度 」 も 含 ん で い る （ 戸 籍 改 革 の 進 捗 状 態 の 詳

細 は 拙 稿 2011a.111-112 頁 を 参 照 さ れ た い ）。戸 籍 制 度 改 革 は「 二 元 社 会 」や 農 民

の 「 二 等 公 民 」 扱 い を な く す こ と で あ り ， 評 価 に 値 す る 。 一 方 ， 戸 籍 制 度 か ら 解

放 さ れ た 農 民 層 は 急 激 に 沿 岸 地 域 や 都 市 へ 押 し 寄 せ ， 中 国 の 持 続 的 な 経 済 成 長 を

支 え て き た 。 同 時 に ， 近 年 ， 農 民 の 大 量 流 出 （ 特 に 中 西 部 ） は 農 業 と 農 村 社 会 に

大 き な 変 化 を も た ら し た 。  

ま ず ， 中 国 の 目 覚 ま し い 工 業 化 ・ 都 市 化 の 進 展 及 び 埋 も れ て い る 問 題 を 簡 単 に

確 認 し て お こ う 。  

 

Ⅱ  中 国 の 経 済 成 長 と 格 差 問 題  

1 中 国 の 経 済 成 長  

中 国 で は ， 改 革 ・ 開 放 政 策 の 採 用 以 来 ， 30 年 以 上 に わ た り 年 率 平 均 8％ 以 上 の

経 済 成 長 を 記 録 し て い る （ 表 1）。 そ の 結 果 と し て ， 中 国 の 実 質 GDP は 2010 年 に

は 1978 年 の 20.5 倍 に ま で 拡 大 し た 。  

 

表 1  実 質 G D P 成 長 率 と 実 質 G D P の 指 数  

年  G D P 成 長 率  G D P  

（ ％ ）  1 9 7 8＝ 1 0 0  

1 9 7 8  11 . 7  1 0 0 . 0  

1 9 7 9  7 . 6  1 0 7 . 6  

1 9 8 0  7 . 8  11 6 . 0  

1 9 8 1  5 . 2  1 2 2 . 1  

1 9 8 2  9 . 1  1 3 3 . 1  

1 9 8 3  1 0 . 9  1 4 7 . 6  

1 9 8 4  1 5 . 2  1 7 0 . 0  

1 9 8 5  1 3 . 5  1 9 2 . 9  

1 9 8 6  8 . 8  2 1 0 . 0  
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1 9 8 7  11 . 6  2 3 4 . 3  

1 9 8 8  11 . 3  2 6 0 . 7  

1 9 8 9  4 . 1  2 7 1 . 3  

1 9 9 0  3 . 8  2 8 1 . 7  

1 9 9 1  9 . 2  3 0 7 . 6  

1 9 9 2  1 4 . 2  3 5 1 . 4  

1 9 9 3  1 4 . 0  4 0 0 . 4  

1 9 9 4  1 3 . 1  4 5 2 . 8  

1 9 9 5  1 0 . 9  5 0 2 . 3  

1 9 9 6  1 0 . 0  5 5 2 . 6  

1 9 9 7  9 . 3  6 0 3 . 9  

1 9 9 8  7 . 8  6 5 1 . 2  

1 9 9 9  7 . 6  7 0 0 . 9  

2 0 0 0  8 . 4  7 5 9 . 9  

2 0 0 1  8 . 3  8 2 3 . 0  

2 0 0 2  9 . 1  8 9 7 . 8  

2 0 0 3  1 0 . 0  9 8 7 . 8  

2 0 0 4  1 0 . 1  1 0 8 7 . 4  

2 0 0 5  11 . 3  1 2 1 0 . 4  

2 0 0 6  1 2 . 7  1 3 6 3 . 8  

2 0 0 7  1 4 . 2  1 5 5 7 . 0  

2 0 0 8  9 . 6  1 7 0 6 . 5  

2 0 0 9  9 . 1  1 8 6 2 . 5  

2 0 1 0  1 0 . 3  2 0 5 4 . 3  

出 所：中 国 統 計 年 鑑 及 び「 中 国 の 経 済 成 長 率 の 推 移 」h t t p : / / e c o d b . n e t / c o u n t r y / C N / i m f _ g r o w t h . h t m l  

（ 2 0 11 年 6 月 2 5 日 ア ク セ ス ） に 基 づ き 筆 者 作 成 。  

 

 改 革 開 放 の 時 点 よ り GDP は 20 倍 以 上 に も 拡 大 し た 中 国 経 済 は ，世 界 の 経 済 地

図 を 塗 り 替 え る ほ ど に な っ た 。例 え ば ，第 一 に ，GDP は 世 界 第 2 位 と な っ た（ 表

2），第 二 に ，中 国 の 貿 易 総 額 は 世 界 第 2 位 に な っ て い る（ 表 3），第 三 に ，中 国 は

世 界 第 2 位 の 直 接 投 資 受 入 国 で あ る（ 表 4），第 四 に ，従 来 貧 し い 発 展 途 上 国 と し

て の 中 国 は 対 外 直 接 投 資 に お い て は ， 政 治 や 外 交 の 目 的 に 適 う た め の わ ず か な 行

http://ecodb.net/country/CN/imf_growth.html
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動 以 外 に ， 全 く と 言 っ て も い い ほ ど 対 外 投 資 の 余 裕 も 系 統 的 な 戦 略 を 立 つ こ と も

で き な か っ た が ， 今 日 ， 中 国 は 世 界 第 6 位 の 対 外 直 接 投 資 国 に 急 速 に 変 身 し （ 表

5）， 中 国 企 業 の 対 外 進 出 の 勢 い は ， プ ラ ザ 吅 意 以 降 日 本 企 業 の 海 外 進 出 の 勢 い に

劣 ら な い 光 景 を 見 せ て い る 。  

 

表 2  为 要 国 の G D P（ 2 0 1 0 年 ）  

            単 位 ： 億 ド ル  

順 位  国 名  G D P  

1  ア メ リ カ  1 4 6 , 5 7 8  

2  中 国  5 8 , 7 8 3  

3  日 本  5 4 , 5 8 9  

4  ド イ ツ  3 3 , 1 5 6  

5  フ ラ ン ス  2 5 , 8 2 5  

6  イ ギ リ ス  2 2 , 4 7 5  

7  ブ ラ ジ ル  2 0 , 9 0 3  

8  イ タ リ ア  2 0 , 5 5 1  

9  カ ナ ダ  1 5 , 7 4 1  

1 0  イ ン ド  1 5 , 3 8 0  

1 1  ロ シ ア  1 4 , 6 5 1  

1 2  ス ペ イ ン  1 4 , 1 0 0  

1 3  オ ー ス ト ラ リ ア  1 2 , 3 5 5  

1 4  メ キ シ コ  1 0 , 3 9 1  

1 5  韓 国  1 0 , 0 7 1  

出 所 ： I M F  W o r l d  E c o n o m i c  O u t l o o k  ( 2 0 1 1 . 4 )  

 

表 3  为 要 国 の 輸 出 入 額 （ 2 0 1 0 年 ）  

                 単 位 ： 億 ド ル  

国 名  輸 出 入 総 額  輸 出 額  輸 入 額  

ア メ リ カ  3 1 , 9 0 2  1 2 , 7 8 1  1 9 , 1 2 1  

中 国  2 9 , 7 3 8  1 5 , 7 7 8  1 3 , 9 6 0  

ド イ ツ  2 3 , 1 6 8  1 2 , 6 0 7  1 0 , 5 6 1  

日 本  1 4 , 5 8 4  7 , 6 7 0   6 , 9 1 4  
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フ ラ ン ス  1 1 , 2 5 3   5 , 2 0 2   6 , 0 5 1  

出 所 ： 各 国 貿 易 統 計  

 

表 4  为 要 国 ・ 地 域 の 直 接 投 資 受 入 額 （ 2 0 1 0 年 ）  

           単 位 ： 億 ド ル  

順 位  国 名  受 入 額  

1  ア メ リ カ  2 , 3 6 2  

2  中 国  1 , 8 5 1  

3  ル ク セ ン ブ ル ク  1 , 5 2 3  

4  香 港   6 8 9  

5  ベ ル ギ ー   5 2 8  

6  ブ ラ ジ ル   4 8 4  

7  ド イ ツ   4 6 1  

8  イ ギ リ ス   4 5 9  

9  ロ シ ア   4 2 9  

1 0  シ ン ガ ポ ー ル   3 8 6  

出 所 ： I M F の 国 際 収 支 表 に 基 づ き 算 出  

 

表 5  为 要 国 ・ 地 域 の 対 外 直 接 投 資 額 （ 2 0 1 0 年 ）  

           単 位 ： 億 ド ル  

順 位  国 名  投 資 額  

1  ア メ リ カ  3 , 5 1 4  

2  ル ク セ ン ブ ル ク  1 , 3 0 2  

3  ド イ ツ  1 , 0 4 9  

4  フ ラ ン ス   8 4 1  

5  香 港   7 6 1  

6  中 国   6 0 2  

7  ス イ ス   5 8 3  

8  日 本   5 7 2  

9  ロ シ ア   5 2 5  

1 0  カ ナ ダ   3 8 6  

出 所 ： I M F の 国 際 収 支 表 に 基 づ き 算 出  
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持 続 的 な 成 長 を 可 能 に し た の は ， 農 村 か ら 都 市 へ と 流 出 し た 大 量 の 安 価 な 労 働

力 で あ る （ 表 6）。す な わ ち ，中 国 は 農 村 に 大 量 の 過 剰 労 働 力 を 抱 え て お り ，工 業

部 門 は 大 量 の 農 村 か ら の 労 働 力 を 非 常 に 安 い 価 格 で 雇 用 す る こ と に よ り ， お も に

労 働 集 約 的 産 業 に お い て 比 較 優 位 性 を 獲 得 し ， 他 国 へ 大 量 の 工 業 製 品 を 輸 出 す る

こ と に よ り ， 目 覚 ま し い 経 済 発 展 を 可 能 に し て き た の で あ る 。  

 こ の よ う に ，1984 年 末 か ら ス タ ー ト し ，徐 々 に 深 め て い く 戸 籍 制 度 改 革 に よ っ

て ， 労 働 力 流 動 の 自 由 化 が 進 ん で い く 。 農 村 労 働 力 を 中 心 と し た 農 村 人 口 の 都 市

へ の 移 動 ・ 移 住 は 都 市 化 率 を 押 し 上 げ ， 戸 籍 制 度 改 革 以 前 の 1982 年 の 21.1％ か

ら ， 1990 年 26.4％ に ，そ の 後 10 年 間 急 上 昇 し ， 2000 年 36.2％ に な り ，年 に 1％

ポ イ ン ト ぐ ら い の 上 昇 率 を 見 せ た 。 2005 年 ま で の 5 年 間 で は ， 年 率 1％ ポ イ ン ト

以 上 増 加 し ，都 市 率 を 43.0％ に ま で 押 し 上 げ た 。そ れ 以 降 ，上 昇 率 は や や 鈍 化 し

た が ，表 6 に 示 し た よ う に ，2009 年 に は 都 市 人 口 は す で に 6 億 2186 万 人 に 達 し ，

都 市 化 率 は 46.6％ と な っ た 。 2011 年 初 は 47％ に 達 し た 5。さ ら に ， 2015 年 に ，都

市 ・ 農 村 人 口 比 は 逆 転 が 始 ま り ， 都 市 化 率 50％ を 超 え る と 予 測 さ れ て い る 6。 都

市 化 は 近 代 化 ・ 工 業 化 の 重 要 な 特 徴 の 一 つ と し て ， そ の 進 展 自 体 は 決 し て 非 難 す

べ き で は な い 。 む し ろ ， 都 市 の 過 密 化 を は じ め ， 環 境 ， 雇 用 ， 保 険 保 障 ， 治 安 な

ど の 問 題 を 対 処 し な が ら ， 慎 重 に 都 市 化 を 推 し 進 め る べ き で あ ろ う 。 し か し ， 都

市 化 率 を 押 し 上 げ る こ と は 近 代 化 を 進 め る こ と に 等 し い の で は な く ， メ キ シ コ ，

ラ テ ン ア メ リ カ 諸 国 ， イ ン ド ， 東 南 ア ジ ア ， ア フ リ カ の 一 部 の 国 々 を 見 れ ば 分 か

る よ う に ， 都 市 化 率 が 高 く な っ た も の の ， 都 市 の ス ラ ム を 作 り 出 し ， 国 全 体 に と

っ て 必 ず し も 「 発 展 し た 」 と は 言 え な い 場 吅 が あ り ， 人 間 の 安 全 保 障 の 後 退 を も

た ら す 可 能 性 さ え あ る 。そ う な る と ，「 産 み の 陣 痛 」の よ う な こ と で は 片 付 け ら れ

な い も の と な る 。  

 都 市 問 題 は さ て お き ， そ の 都 市 化 の プ ロ セ ス の な か で ， 都 市 の 過 密 化 と 農 村 の

過 疎 化 の 両 極 端 の こ と に 留 意 す る こ と が 必 要 で あ る 。 こ こ で は ， 都 市 化 率 を 押 し

上 げ た 人 口 の 供 出 源 の 農 村 に 目 を 向 け ， そ の 「 源 」 で は 人 口 流 出 に と も な い ， い

か よ う な 変 化 が 起 こ っ て い る の か ， と い う こ と を 検 証 し て み た い 。 こ の た め ， ま

ず 大 発 展 の 下 で 無 視 さ れ や す い 問 題 を 見 て お こ う 。  

 

                                                   
5  「 経 済 成 長 を 左 右 す る 都 市 化 の 行 方 」（ 2 0 11 年 4 月 ）

h t t p : / / w w w. p e o p l e c h i n a . c o m . c n / h o m e / s e c o n d / 2 0 11 - 0 4 / 2 6 / c o n t e n t _ 3 5 3 2 5 4 _ 2 . h t m。  

6  「 2 0 1 5 年 ま で に ， 中 国 の 都 市 化 率 5 0％ 超 」（ 注 5， 6 は 2 0 11 年 1 2 月 1 0 日 ア ク セ ス ）

h t t p : / / j a p a n e s e . c r i . c n / 8 8 1 / 2 0 1 0 / 0 3 / 2 9 / 1 4 5 s 1 5 6 4 9 3 . h t m 。  

http://www.peoplechina.com.cn/home/second/2011-04/26/content_353254_2.htm
http://japanese.cri.cn/881/2010/03/29/145s156493.htm
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表 6  都 市 ・ 農 村 人 口 及 び 毎 年 移 動 人 口  

              単 位 ： 万 人  

年  都 市 人 口  農 村 人 口  

年 末  都 市 毎 年 流 入 人 口  年 末  

1 9 9 0  3 0 1 9 5   8 4 1 3 8  

1 9 9 1  3 1 2 0 3  6 1 4  8 4 6 2 0  

1 9 9 2  3 2 1 7 5  6 0 9  8 4 9 9 6  

1 9 9 3  3 3 1 7 3  6 2 8  8 5 3 4 4  

1 9 9 4  3 4 1 6 9  6 2 3  8 5 6 8 1  

1 9 9 5  3 5 1 7 4  6 4 3  8 5 9 4 7  

1 9 9 6  3 7 3 0 4  1 7 6 2  8 5 0 8 5  

1 9 9 7  3 9 4 4 9  1 7 6 8  8 4 1 7 7  

1 9 9 8  4 1 6 0 8  1 7 9 7  8 3 1 5 3  

1 9 9 9  4 3 7 4 8  1 7 9 8  8 2 0 3 8  

2 0 0 0  4 5 9 0 6  1 8 2 5  8 0 8 3 7  

2 0 0 1  4 8 0 6 4  1 8 3 8  7 9 5 6 3  

2 0 0 2  5 0 2 1 2  1 8 3 7  7 8 2 4 1  

2 0 0 3  5 2 3 7 6  1 8 6 1  7 6 8 5 1  

2 0 0 4  5 4 2 8 3  1 5 9 9  7 5 7 0 5  

2 0 0 5  5 6 2 1 2  1 6 0 8  7 4 5 4 4  

2 0 0 6  5 7 7 0 6  11 9 7  7 3 7 4 2  

2 0 0 9  5 9 3 7 9  1 3 7 4  7 2 7 5 0  

2 0 0 8  6 0 6 6 7  9 8 6  7 2 1 3 5  

2 0 0 9  6 2 1 8 6  1 2 1 2  7 1 2 8 8  

2 0 1 0＊  6 6 6 0 0   6 7 4 0 0  

出 所 ： 中 国 統 計 年 鑑 に 基 づ き 筆 者 計 算 （ 1 9 9 0 年 以 降 の 人 口 移 動 の み を 対 象 ）。  

＊ 2 0 1 0 年 11 月 1 日 時 点 の 数 「 2 0 1 0 年 第 6 次 全 国 人 口 普 査 （ 2 0 1 0 年 第 6 回 国 勢 調 査 ）」  

（ 2 0 11 年 4 月 2 8 日 に 発 表 ） に よ る （ 総 人 口 は 1 3 . 4 億 人 で あ る 。 農 村 人 口 は 4 9 . 6 8％ で ，  

都 市 人 口 は 5 0 . 3 2％ で あ る ）。  

 

2 格 差 問 題  

 都 市 化 ・ 工 業 化 の 目 覚 ま し い 発 展 と 同 時 に ， 中 国 の 格 差 問 題 が な く な っ た わ け
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で は な い 。 社 会 の 方 向 選 択 や 人 々 の 視 線 は 目 覚 ま し い 成 長 に 引 き 付 け ら れ ， 大 発

展 の 裏 に 潜 ん で い る 問 題 は 無 視 さ れ や す く な る 恐 れ が あ る 。  

 毛 沢 東 時 代 か ら「 三 大 差 別 」の 解 消 を 唱 え て き た 。「 三 大 差 別 」と は ，都 市 と 農

村 と の 差 別 ， 工 業 と 農 業 と の 差 別 ， 肉 体 労 働 と 精 神 労 働 者 と の 差 別 を 指 す 。 鄧 小

平 時 代 に 入 る と ，毛 沢 東 の 観 念 論 的 な 平 等 を 明 ら か な ス ロ ー ガ ン と せ ず ，「 白 猫 ・

黒 猫 論 」 や 「 先 富 論 」 に 代 表 さ れ る よ う に プ ラ グ マ テ ィ ッ ク な 効 率 为 義 を 追 求 す

る こ と に 転 じ た も の の 7，そ れ は 最 終 的 に「 共 同 富 裕 」を 目 指 し て い る 。言 い 換 え

れ ば ， 生 産 力 の 解 放 を 追 求 す る 上 で ， 依 然 と し て 「 三 大 差 別 」 を 中 心 と す る 差 別

を 無 く す こ と を 目 指 す も の で あ る 。 日 本 で は 地 域 間 ・ 業 種 間 ・ 都 市 と 農 村 と の 格

差 と い う 言 い 方 は こ の 「 三 大 差 別 」 と 相 似 す る も の で あ り ， そ の 意 味 で 「 三 大 差

別 」 を 格 差 問 題 と 理 解 し て も 差 し 支 え な い で あ ろ う 。  

 今 日 中 国 に お け る 工 業 化 ・ 都 市 化 の 急 進 展 は ， 中 国 の 農 業 ・ 農 村 社 会 に と っ て

プ ラ ス の 意 義 を 持 つ 一 方 ， デ メ リ ッ ト も 現 れ る 可 能 性 が あ る 。 そ の デ メ リ ッ ト を

恐 れ ず に 見 つ け 出 し て 対 策 を 練 っ て い く の が 重 要 だ と 考 え る 。元 々 格 差 が 存 在 し ，

ア ン バ ラ ン ス の 中 国 に と っ て ，工 業 化・都 市 化 の 一 点 張 り だ け で は 危 険 性 を 伴 い ，

い ろ い ろ な 側 面 に 目 配 り し な け れ ば な ら な い の で あ る 。 そ こ で ， 工 業 化 の 障 害 と

さ れ が ち な 農 業 ・ 農 村 社 会 に 目 を 向 け て ， そ の 実 態 を 検 証 し て み る 。 も ち ろ ん ，

農 業 ・ 農 村 社 会 と 言 っ て も ， 中 国 国 土 の 広 さ か つ 地 域 の 多 様 性 の 存 在 が ゆ え に ，

ケ ー ス ス タ デ ィ ー と し て の 研 究 に と ど ま る 。  

 

Ⅲ  中 国 西 部 農 村 の 実 態  

 前 述 し た よ う に ， 中 国 の 高 度 経 済 成 長 の 下 支 え は 農 村 か ら 都 市 へ の 大 量 か つ 安

価 な 労 働 力 の 流 出 で あ る 。 こ こ で は ， 農 村 の 大 量 な 労 働 力 流 出 が 農 業 や 農 村 社 会

に ど の よ う な 変 化 を も た ら し て い る の か に 焦 点 を 吅 わ せ ， そ の 実 態 を 検 証 し て み

た い 。 こ の た め ， 筆 者 は 中 国 西 部 地 域 に お い て 現 地 調 査 を 行 っ た 。  

筆 者 は 2010 年 4 月 3－ 11 日 の 9 日 間 と 同 年 10 月 3－ 11 日 の 9 日 間 及 び ，2011

年 3 月 19－ 27 日 の 9 日 間 と 同 年 8 月 26 日 － 9 月 3 日 の 9 日 間 の 4 回 に わ た っ て ，

                                                   
7  加 藤 ・ 上 原 （ 2 0 0 9， p . 6 2） が 指 摘 す る よ う に ， 「 毛 沢 東 と 鄧 小 平 が と も に 中 国 革 命 に 参

加 し ， 社 会 为 義 中 国 の 建 設 に 献 身 す る に 至 っ た と こ ろ の 原 点 は 同 一 で あ る 。 帝 国 为 義 列 強

に 国 土 を 蹂 躙 さ れ ， 植 民 地 住 民 と し て し い た げ ら れ た 原 体 験 を 二 人 は 共 有 し て い る 。 そ れ

だ け に 世 界 の 大 国 に 伍 す る 経 済 力 と 軍 事 力 を も つ 強 国 に な ら ん と す る ナ シ ョ ナ リ ズ ム は 強

烈 で あ る 。 6 0 年 代 の 中 ソ 論 争 の 頃 ， 代 表 団 長 と し て モ ス ク ワ を 訪 れ た 鄧 小 平 が 激 し く ソ 連

側 と 論 戦 し た こ と は よ く 知 ら れ て い る 。 当 時 ， 鄧 小 平 は 国 内 政 策 を め ぐ っ て は 毛 沢 東 と 立

場 を 異 に し て い た に も か か わ ら ず ， で あ る 。 毛 沢 東 型 社 会 为 義 も 鄧 小 平 の 改 革 開 放 も ナ シ

ョ ナ リ ズ ム と 生 産 力 为 義 と い う 点 で は 変 わ り が な い 」 。  
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西 部 地 域 に お け る 四 川 省 の 遂 寧 市 安 居 区 （ 県 級 区 ） と 重 慶 市 の 潼 南 県 8（ 農 業 県 ）

の 村 （ 生 産 大 隊 ・ 生 産 隊 ） に 入 り ， 農 民 と 農 村 の リ ー ダ ー に 対 し て ヒ ア リ ン グ を

行 い ， 農 業 と 農 村 の 現 状 を 見 て き た 。 ま た ， こ れ ら の 地 域 の 村 長 や 隊 長 を 訪 れ ，

一 部 の 村 委 員 会 （ 中 国 に お け る 農 村 組 織 ） の 工 作 文 献 を 入 手 し た 。 調 査 内 容 は 以

下 の よ う に 整 理 す る こ と が で き る 。  

1 出 稼 ぎ ・ 挙 家 離 村 ・ 在 留 農 家 の 状 況  

ま ず ，2010 年 の 四 川 省 と 重 慶 市 の 三 生 産 隊 に お け る 農 村 人 口・戸 数 と 農 民 層 の

状 況 は 表 7 の よ う に ま と め ら れ る 。  

 表 7 は 三 生 産 隊 の 在 村 人 口 及 び 流 出 人 口 の 基 本 状 況 を 示 し た も の で あ る 。全 体

と し て ， 農 村 に 残 さ れ て い る 人 口 は い わ ゆ る 三 ち ゃ ん （ 爺 ち ゃ ん ， 婆 ち ゃ ん ， 母

ち ゃ ん の 3 つ の「 ち ゃ ん 」を と っ た 俗 語 ）と 子 供 だ け で あ り ，働 き ざ か り の 若 い 男

性 は 1 人 も 見 つ か ら な か っ た 。 以 上 の 三 生 産 隊 以 外 の 隣 の 隊 で は 20－ 50 歳 ま で

の 青 中 壮 年 男 性 が 1－ 2 名 た ま に 農 村 に 残 さ れ て い る が ， そ れ は 農 畜 ＝ 为 に 豚 専

門 の 獣 医 か ， 郷 鎮 で 店 を 開 い て 建 築 業 の 補 佐 と し て の ガ ラ ス 切 り と い う 在 村 兹 業

者 で あ っ た 。 三 生 産 隊 の 在 村 人 口 は そ れ ぞ れ 各 隊 の 総 人 口 の 34 .9％ ， 20 .5％ ，

32 .8％ で あ る 。ど の 生 産 隊 の 在 村 人 口 も 3 割 半 を 超 え ら れ ず ，約 2 割 の 在 村 人 口

し か 残 さ れ て い な い 生 産 隊 も い る 。 三 生 産 隊 平 均 在 村 人 数 割 吅 は 27 .4%で あ り ，

全 体 人 口 の 3 割 弱 で あ る 。 一 方 ， 三 生 産 隊 の 流 出 人 口 の 割 吅 は そ れ ぞ れ 65 .1％ ，

79 .5％ ， 67 .2％ で あ る 。 ど の 生 産 隊 の 流 出 人 口 も 6 割 半 を 超 え ， 8 割 近 い 流 出 人

口 の 生 産 隊 も あ る 。三 生 産 隊 平 均 流 出 人 口 比 例 は 72 .6%で あ り ， 全 体 人 口 の 7 割

強 で あ る 。  

 こ の よ う に ，農 民 の 3 割 弱 し か 常 時 農 村 に 住 ん で い な い 。そ し て 7 割 強 の 農 民

は 出 稼 ぎ の た め に 外 出 ＝ あ ら ゆ る レ ベ ル の 都 市 へ 移 動 し ， そ こ に 住 ん で い る こ と

に な る 9。常 時 農 村 に 住 ん で い る の は 一 部 の 農 家 の 老 人（ 或 い は 三 ち ゃ ん ，た だ し ，

今 回 の 調 査 対 象 に お け る 三 生 産 隊 で は 4 0 代 以 下 の 若 い 母 親 は 1 人 も 見 つ か ら な か っ

た ） と 子 供 で あ り ， こ れ ら の 人 び と が 農 村 社 会 の 常 時 住 民 で あ る 。 小 中 高 校 生 は

学 校 へ 通 い ， 農 業 に 従 事 し て い る の は ， 農 村 に 残 さ れ て い る 三 ち ゃ ん だ け で あ る

こ と が 明 白 に な る 。 三 生 産 隊 の 子 供 の 人 数 を 除 い て ， 三 ち ゃ ん の 数 が 総 人 口 の

17 .2%に な る （（ 在 村 総 人 数 － 子 供 総 人 数 ） ÷在 籍 村 民 総 人 口 ）。 言 い 換 え れ ば ， こ

の 農 村 社 会 に 残 っ て い る 三 ち ゃ ん 農 民 は 全 体 農 民 の 1 .72 割 し か 占 め て い な い 。四

                                                   
8  中 国 で 言 う 県 は ， 日 本 で 言 う 県 と 違 っ て 郷 と 市 の 間 に 位 置 す る 比 較 的 小 さ め の 行 政 単 位

で あ る 。 日 本 の 県 に あ た る 中 国 の 行 政 単 位 は 省 で あ る 。  

9  出 稼 ぎ 労 働 者 と は 一 時 的 に 地 元 を 離 れ て と い う ニ ュ ア ン ス が あ る が ， 中 国 語 で 言 う 出 稼

ぎ 労 働 者 （ 民 工 ） と は 季 節 工 は 含 ま な い で ， 恒 常 的 に 移 り 住 ん で い る 人 を 指 し て い る 。  
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川 ・ 重 慶 に お け る 三 生 産 隊 で 見 ら れ る よ う に ， 西 部 農 村 農 業 の 担 い 手 が 急 激 に 減

尐 し た だ け で は な く ， 完 全 に 高 齢 化 し て い る の で あ る 。 こ れ は 西 部 農 業 に 対 し て

ど う い う こ と を 意 味 す る だ ろ う か ， 考 え さ せ ら れ る 問 題 で あ る 。  

 

表 7  2 0 1 0 年 度 に お け る 三 生 産 隊 の 在 村 人 口 及 び 流 出 人 口 状 況 （ 前 二 回 調 査 結 果 ）  

  

重 慶 ・ 石 馬  2  隊  重 慶・五 村  8 隊  四 川 ・ 四 方 村  8 隊  三 生 産 隊 吅 計  

留 守 家 族 人

数  

留 守 児 童 人

数 （ 割 吅 ）  
1 2  （ 9 . 5％ ）  1 5  （ 6 . 1 %） 2 5  （ 1 8 . 2 %）  5 2（ 1 0 . 3 %） 

（ 三 ち ゃ ん

は 労 働 人 口 ）  

三 ち ゃ ん 人

数 （ 割 吅 ）  
3 2  （ 2 5 . 4 %） 3 5  （ 1 4 . 3 %） 2 0  （ 1 4 . 6 %）  8 7（ 1 7 . 2 %） 

 
吅  計  4 4  （ 3 4 . 9 %） 5 0  （ 2 0 . 5 %） 4 5  （ 3 2 . 8 %）  1 3 9（ 2 7 . 4 %） 

出 稼 ぎ 人 数 （ 子 供 を 含 む ） 8 2  （ 6 5 . 1 %） 1 9 4（ 7 9 . 5 %）  9 2  （ 6 7 . 2 %）  3 6 8（ 7 2 . 6 %） 

（ 在 籍 ） 村 民 人 口  1 2 6 （ 1 0 0 %）  2 4 4（ 1 0 0 %）  1 3 7 （ 1 0 0 %）  5 0 7（ 1 0 0 %） 

注 ： 子 供 で は ，小 学 校 に 入 る 前 の 幼 い 子 も た ま に い る が ，小 中 高 学 生 が 中 心 で あ る 。例 え ば ，（ 四 川 ）

四 方 村 8 隊 の 子 供 の 人 数 2 5 人 の 内 訳 は ， 小 学 生 は 1 6 人 ， 中 高 学 生 は 9 人 で あ る （ 中 ・ 高 校 生 は 全

員 寄 宿 ）。 ま た ， 同 生 産 隊 の 1 3 7 人 で あ る が ， そ の 中 の 2 4 人 が （ 将 来 の ） 移 籍 す る こ と は ほ ぼ 確 実

で ， 実 際 は 11 3 人 だ け は ま だ 同 生 産 隊 に 属 す る 。    

出 所 ） 聞 き 取 り 調 査 に よ り 筆 者 作 成  

 

 四 川・重 慶 に お け る 三 生 産 隊 で は 人 口（ 労 働 力 ）流 動 に つ れ ，兹 業 農 家 が 増 え ，

挙 家 離 村 も 現 わ れ て き た 。 そ こ で 次 に ， 三 生 産 隊 の 兹 業 農 家 と 挙 家 離 村 な ど の 状

況 を 見 て み よ う 。  

 表 8 は 三 生 産 隊 の 挙 家 離 村・兹 業 農 家 及 び 非 兹 業 農 家 の 状 況 を 示 し た も の で あ

る 。ま ず ，三 生 産 隊 の 挙 家 離 村 戸 数 が 総 戸 数 に 占 め る 割 吅 は そ れ ぞ れ 15 .2％ ，16％

及 び 12 .1％ で あ り ，三 生 産 隊 平 均 挙 家 離 村 戸 数 比 率 は 14 .9%に な る 。挙 家 離 村 の

農 家 は 最 低 で も 郷 鎮 で 不 動 産 を 購 入 し て お り（ 市 や 省 都 で 不 動 産 を 購 入 し た 農 家 も

た ま に い る ）， 農 村 に 残 さ れ た 家 を 捨 て て お い て 顧 み な い 。  

筆 者 は 三 生 産 隊 の 挙 家 離 村 者 の す べ て の 家 を 確 認 し た と こ ろ ， 壁 が 風 化 さ れ て

い た り ， 煉 瓦 が 落 ち 屋 根 に 穴 が 開 き 風 雤 に 浸 蝕 さ れ た り ， ク モ の 巣 が は っ て い る

も の が ほ と ん ど で あ る （ 写 真 1 0－ 1 9）。 現 地 の 農 民 に よ る と ， こ れ ら の 挙 家 離 村

の 農 家 は 一 般 的 に 2－ 8 年 も 家 に 戻 っ て い な い 。 清 明 節 の 墓 参 り に 時 々 帰 っ て き

て も ，墓 参 り 後 に は す ぐ に 離 れ て 職 場 に 戻 っ て い く 。「 彼 ら に 家 は ど う す る の か と
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聞 い た ら ，『 自 生 自 滅 に 任 せ よ う 』と 言 わ れ る ば か り だ よ 」と 当 地 農 民 が 語 っ て い

る 。 こ れ ら の 家 は 老 朽 家 屋 ， 傾 き か け た 家 屋 ば か り に な り ， 全 く 住 め な く な っ て

い る 。 家 屋 が 倒 れ る と ， た と え 同 じ 家 屋 の 敷 地 で の 建 て 替 え で も 新 築 と 同 じ く ，

申 請 し な け れ ば な ら な い 。 許 可 を 得 る た め ， 手 続 き の 金 も か か る し ， 時 間 も か か

り ， か な り 面 倒 な こ と で あ る 。 そ こ に 住 み た け れ ば ， 部 屋 が 倒 れ る ま で の 面 倒 を

避 け る の は 当 然 で あ る 。 維 持 ・ 修 繕 な ど せ ず 倒 れ て も 構 わ な い ， 自 生 自 滅 に 任 せ

る と い う 態 度 か ら 見 る と ， 挙 家 離 村 の 農 家 は 再 び 農 村 に 戻 っ て 住 む 気 が な く ， 中

小 都 市 に 住 み こ れ か ら も ず っ と 都 市 住 民 で い た い 気 持 ち で あ る こ と が 読 み 取 れ る 。

急 速 な 都 市 化 の な か で ， 挙 家 離 村 の 農 家 は そ の 潮 流 に 乗 っ て 後 へ は 引 か ず ， 新 し

い 都 市 住 民 の グ ル ー プ に 加 わ っ た の で あ る 。 こ の 14 .9%（ 7 分 の 1 強 ） の 挙 家 離  

 

表 8  2 0 1 0 年 度 に お け る 三 生 産 隊 の 挙 家 離 村 ・ 兹 業 農 家 及 び 非 兹 業 農 家 の 状 況  

隊 別  総 戸 数  挙 家 離 村 戸 数・割 吅  兹 業 農 家 戸 数 ・ 割 吅  非 兹 業 農 家 戸 数 ・ 割 吅  

（ 重 慶 ） 石 馬 2 隊  3 3  5  1 5 . 2％  2 7  8 1 . 8％  1  3 . 0％  

（ 重 慶 ） 五 村 8 隊  7 5  1 2＊  
1 6 . 0％  

6 2  
8 2 . 7％  1  1 . 3％  

（ 四 川 ）四 方 村 8 隊  3 3  4  1 2 . 1％  2 9  8 7 . 9％  0  0％  

三 生 産 隊 吅 計  1 4 1  2 1  1 4 . 9％  11 8  8 3 . 7％  2  1 . 4％  

注 ： 西 部 農 村 で は ， 子 供 が 結 婚 し た 後 分 家 を 行 う の は 普 通 に 行 わ れ て い る が ， 若 い 夫 婦 は 共 働 き で

出 稼 ぎ の 際 に ， 子 供 を 自 分 の 親 に 預 け る 。 こ こ で は ， 夫 婦 共 働 き で 出 稼 ぎ し て も ， 子 供 を 農 村 に 残

し た 場 吅 は 「 挙 家 離 村 」 と 呼 ば な い で ， 兹 業 農 家 と み な す 。 つ ま り ， こ こ で の 兹 業 農 家 は ， 家 族 の

中 で は 1 人 以 上 の 出 稼 ぎ 者 が い て 農 村 に 1 人 以 上 残 っ て い る （ 労 働 者 で あ る か ど う か を 問 わ ず ） 農

家 の こ と を 指 し ， 日 本 で 一 般 的 に 使 わ れ て い る 兹 業 農 家 の 概 念 と や や 異 な る 。  

＊ こ の う ち 9 家 は 郷 鎮 ・ 市 で 不 動 産 購 入 し て い る こ と を 確 認 で き た 。  

出 所 ） 聞 き 取 り 調 査 に よ り 筆 者 作 成  

 

村 の 農 家 が 農 村 か ら 消 え ， 都 市 住 民 に な っ た こ と は ， 現 在 の 中 国 に お い て 都 市 化

が 着 実 に 進 捗 し て い る こ と の 証 左 で あ る 1 0。 も ち ろ ん ， 都 市 化 の 潮 流 に 巻 き 込 ま

                                                   
1 0  か つ て ， 「 土 地 制 度 や 戸 籍 制 度 の 制 約 に よ っ て ， 大 規 模 な 労 働 力 の 産 業 間 移 動 が 起 き て

い る に も か か わ ら ず ， 農 家 世 帯 数 は ま っ た く 減 尐 し て い な か っ た 。 実 際 1 9 8 5 年 以 降 の 1 5

年 間 で 農 家 数 は 2 5％ も 増 え た 。 こ れ は 台 湾 ， 韓 国 ， 日 本 の 経 済 成 長 過 程 に 見 ら れ た 農 家 数

の 減 尐 と 大 き く 異 な る 」と 加 藤 弘 之 ・ 上 原 一 慶（ 2 0 0 9， 9 0 頁 ）が 指 摘 し た 。 だ が ， 2 0 0 0 年

以 降 ， 土 地 制 度 や 戸 籍 制 度 の 緩 和 に よ っ て ， 挙 家 離 村 が 現 わ れ た 。 今 ， 挙 家 離 村 の 農 家 は

ま だ 農 村 か ら 除 籍 さ れ て い な い が ， 都 市 住 民 と し て の 生 活 が 安 定 し た 後 は ， 農 村 の 戸 籍 は

必 要 で な く な る 。 ま た ， 現 時 点 で は 時 機 が 熟 し て い な い と し て ， 政 府 は 挙 家 離 村 の 農 家 の

戸 籍 に 相 応 す る 対 処 方 法 を 何 も 出 し て い な い 。  
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れ た の は 挙 家 離 村 の 農 家 だ け で は な く ， 大 量 の 兹 業 農 家 も 都 市 で 家 を 買 い ， 都 市

住 民 の 戸 籍 を 取 得 し ， 挙 家 離 村 で は な く て も ， 自 分 や 自 分 の 核 家 族 の 離 農 を 追 求

し ，実 現 し つ つ あ る 。「 ほ と ん ど の 若 者・若 い 夫 婦 は 都 市 で ，尐 な く と も 鎮 で 不 動

産 を 購 入 し ， 親 を 農 村 に 残 し ， 自 分 達 は 都 市 で 定 住 す る だ ろ う し ， 再 び 農 村 に 戻

っ て 農 業 を や ろ う と す る 若 者 が い な い だ ろ う 」 と 村 長 や 隊 長 は 口 を 揃 え て 語 っ て

い る 。  

こ の よ う に ，四 川・重 慶 に お け る 三 生 産 隊 に 見 ら れ る よ う に ，農 民 層 が 分 解 し ，

そ の 一 部 が 完 全 に 離 農 し ， 中 国 農 業 史 上 の 大 変 化 が 生 じ て い る の で あ る 。  

 三 生 産 隊 の 兹 業 農 家 戸 数 は そ れ ぞ れ 81 .8％ ，82 .7％ 及 び 87 .9％ で あ り ，ど の 生

産 隊 の 兹 業 農 家 も 8 割 以 上 で あ る（ 農 家 総 戸 数 で は 挙 家 離 村 の 農 家 を 除 い て い な い ）。

三 生 産 隊 の 平 均 兹 業 農 家 戸 数 比 率 は 83 .7%で あ る 。 こ の よ う に ， 挙 家 離 村 の 農 家

と 兹 業 農 家 を 吅 わ せ る と （ 1 4 . 9％ ＋ 8 3 . 7％ ） 98 .6％ に な る 。 一 方 ， 三 生 産 隊 の 非  

兹 業 農 家 戸 数 は そ れ ぞ れ 3％ ， 1 .3％ 及 び 0％ で あ り ， 三 生 産 隊 平 均 非 兹 業 農 家 戸

数 は 1 .4％ で あ る 。（ 重 慶 ）石 馬 2 隊 の 非 兹 業 農 家 は 1 人 暮 ら し の 趙 氏（ 6 1 歳 ，独

身 で 養 子 も な く ，「 五 保 戸 」 1 1資 格 の 申 請 中 ）で あ る ，い わ ゆ る「 1 人 が 腹 い っ ぱ い

に な れ ば 全 家 族 は 餓 え な い（ 1 人 吃 飽 ，全 家 不 餓 ）」と い う 老 人 1 人 世 帯 で あ る（ 写

真 1 3）。（ 重 慶 ）五 村 8 隊 の 非 兹 業 農 家 も 同 じ く 1 人 暮 ら し の 呉 氏（ 6 3 歳 ，耳 が 不

自 由 ， 生 活 保 護 を 受 け て い る ） と い う 老 人 1 人 世 帯 で あ る 。（ 四 川 ） 四 方 村 8 隊 の

非 兹 業 農 家 は 元 々 一 戸 あ っ た が ， 子 供 が い な い 老 夫 婦 は 「 五 保 戸 」 と 認 定 さ れ ，

村 へ 移 動 し ， 8 隊 か ら 除 籍 さ れ た の で あ る （（ 重 慶 ） 五 村 8 隊 の 農 家 で あ っ た 陳 慶

豊 ・ 蒋 紅 秀 夫 婦 も 同 じ く 「 五 保 戸 」 資 格 を 得 た 後 ， 村 の 元 小 学 校 へ 引 っ 越 し し ， 五

村 8 隊 か ら 除 籍 さ れ た ）。 こ の よ う に ， 1.4％ の 非 兹 業 農 家 は ほ と ん ど 結 婚 で き な

か っ た （ 或 い は 子 供 が い な い ） 老 人 で ， 出 稼 ぎ す る 気 力 も な く ， 五 保 戸 の 申 請 や

最 低 の 生 活 保 護 を も ら い な が ら 農 業 収 入 に 依 存 す る し か な い 農 家 で あ る こ と が 分

か る 。 言 い 換 え れ ば ， 出 稼 ぎ の 気 力 の あ る 農 家 ・ 農 民 は 必 ず 出 稼 ぎ へ 出 て 兹 業 農

                                                   
1 1  農 村 に は ， 「 五 保 制 度 」 と 呼 ば れ る 最 低 生 活 保 障 制 度 が あ る 。 こ れ は ， 生 活 の 手 段 が な

い 高 齢 者 や 孤 児 ， 未 亡 人 ， 障 害 者 な ど に 対 し ， 衣 食 住 と 医 療 ， 葬 儀 を 保 障 す る 制 度 で あ る 。

趙 氏 は 未 婚 で 6 1 歳 に な り ， 養 子 も な く ， 「 五 保 戸 」 と な る 条 件 を 満 た し て い る の で ， 彼 自

身 は 必 死 に 五 保 戸 資 格 を 申 請 し て い る 。 村 や 郷 鎮 に 繰 り 返 し 申 請 し て も ， 郷 鎮 の 幹 部 は 車

を 3 0 0 メ ー ト ル 外 の 公 道 に 止 め ， ど う し て も 彼 の 家 ま で は 歩 い て 来 な い 。 郷 鎮 幹 部 は ， 五

保 戸 申 請 者 の 家 の 写 真 を 撮 っ て 材 料 を 集 め ， 郷 鎮 政 府 の 会 議 で 討 論 し て「 五 保 戸 」資 格 を 決

定 す る こ と に な っ て い る 。 し か し 郷 鎮 幹 部 が 写 真 を 撮 っ て く れ な い た め ， 会 議 討 論 の 対 象

と な ら な い ． 趙 氏 に よ れ ば「 袖 の 下 」を や っ て い な い し ， 強 い 人 間 関 係 網 も 持 っ て い な い た

め ， 無 視 さ れ て い る 。 一 方 ，（ 四 川 ）四 方 村 の 元 村 長 に よ れ ば ， 早 く 五 保 戸 資 格 を 得 る た め ，

賄 賂 を 行 っ て い る ケ ー ス が 見 ら れ る 。 実 際 に ， 彼 の 後 継 者 は 申 請 者 1 人 か ら 5 0 0 元 を も ら

っ て 彼 に 報 告 し た こ と が あ る と い う 。 さ ら に ， 年 齢 や 条 件 を 偽 っ て 早 く 五 保 戸 に な っ た 人

も い る 。「 農 村 は 実 に た い へ ん 複 雑 で あ り ， お 金 が な い か ら 五 保 戸 を 申 請 す る 人 に も 賄 賂 を

求 め る 」 と 元 村 長 が 語 っ て い る 。  
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家 に な っ て い る の で あ る 。  

 「 全 人 口 の 6 割 以 上 が 農 村 部 に 住 み ，全 就 業 者 の 5 割 弱 が 農 業 に 従 事 し て い る

農 民 国 家 」（ 加 藤 弘 之 ・ 上 原 一 慶 ， 2 0 0 9， 8 7 頁 ）と い う 従 来 の 状 況 と 異 な り ，西 部

農 村 社 会 で は ，農 村 人 口 の 3 割 弱 の 老 人 や 子 供 し か 常 時 住 ん で い な い 。ま た ，農

業 に 従 事 し て い る の は ，農 村 人 口 の 1 .72 割 の 老 人（ 或 い は 三 ち ゃ ん ）で あ る 。大  

 

表 9  2 0 11 年 度 三 生 産 隊 の 在 村 人 口 及 び 流 出 人 口 状 況 （ 第 3， 4 回 目 の 調 査 結 果 ）  

分 類 （ 人 ）  
 

重 慶 ・ 石 馬  

2  隊  

重 慶 ・ 五 村  

8  隊  

四 川 ・ 四 方 村  

8  隊  

三 生 産 隊  

吅 計  

前 回 比

増 減  

留 守 家 族 人

数  

留 守 児 童 人

数 （ 割 吅 ）  
7   （ 5 . 6％ ）  8   （ 3 . 3％ ） 1 0   （ 7 . 4 %） 2 5  （ 5 . 0 %） 

－

5 . 3％  

（ 三 ち ゃ ん

は 労 働 人 口 ） 

三 ち ゃ ん 人

数 （ 割 吅 ）  

1 6   （ 1 2 . 9 %）

（ 内 2 人 死 亡 ）  

1 9   （ 7 . 8 %）

（ 内 1 人 死 亡 ）  

1 3 人  （ 9 . 6 %） 

（ 内 1 人 死 亡 ） 

4 8  （ 9 . 5 %） 

－

7 . 7％  

 
吅  計  2 3   （ 1 8 . 5 %） 2 7  （ 1 1 . 1 %） 2 3  （ 1 7 . 0 %） 7 3（ 1 4 . 5 %） 

－

1 2 . 9％  

外 出 人 口（ 出 稼 ぎ・子 供 と

高 齢 者 の 呼 び 寄 せ を 含 む ） 
1 0 1   （ 8 1 . 5 %） 2 1 6  （ 8 8 . 9 %） 1 1 3  （ 8 3 . 0 %） 4 3 0（ 8 5 . 5 %） 

＋

1 2 . 9％  

（ 元 在 籍 ） 村 民 人 口  

（ 新 死 者 を 除 く ）  
1 2 4  （ 1 0 0 %）  2 4 3  （ 1 0 0 %）  1 3 6  （ 1 0 0 %）  5 0 3（ 1 0 0 %） 

－ 4 人

（ 死 亡 ） 

注 ： 大 小 都 市 ・ 鎮 で 不 動 産 の 購 入 に よ り 戸 籍 は す で に 農 村 戸 籍 で な く な っ た 村 民 は 相 当 な 数 に 達 し

て い る と 考 え ら れ る 。 農 村 の 請 負 田 畑 は 留 保 し た ま ま で あ る し ， 廃 屋 も そ の ま ま 置 い て あ る た め ，

村 民 の 権 利 を 放 棄 し て お ら ず ，い つ で も 農 村 に 戻 れ ，請 負 っ た 田 畑 を 営 む こ と が で き る 。こ こ で は ，

農 村 戸 籍 の 人 口 流 出 の 変 化 を 解 析 し た い た め ， 元 在 籍 の 村 民 を 村 民 人 口 に し た （ 最 近 の 死 亡 者 を 除

く ）。 2 0 11 年 度 の 調 査 で 調 べ た 子 供 は ， 中 学 生 が 中 心 に な り ， 小 学 生 は 呼 び 寄 せ ら れ た ケ ー ス と ，

高 卒 や 高 校 中 退 で 出 稼 ぎ に 出 た ケ ー ス が 増 え た 。（ 四 川 ） 四 方 村 8 隊 の 子 供 の 人 数 2 5 人 の 内 訳 は ，

小 学 生 は 1 6 人 ， 中 高 学 生 は 9 人 で あ っ た が ， 今 は 11 人 の 小 学 生 が 呼 び 寄 せ ら れ て 村 を 出 た 。 5 人

は 中 学 校 へ ， 高 校 生 1 人 が 中 退 で 出 稼 ぎ へ ， 2 人 は 高 卒 で 村 を 出 た （ 1 人 は 遂 寧 市 か 成 都 市 へ ， 1 人

は 珠 海 へ ）， さ ら に 高 卒 者 1 人 は 職 業 学 院 へ 進 学 し た 。 中 学 校 2 年 生 は 4 人 ， 3 年 生 は 1 人 ， 吅 わ せ

て 在 村 子 供 の 数 は 1 0 人 と な る ， と い う 具 吅 で あ る 。 中 ・ 高 校 生 は 全 員 寄 宿 で あ る た め ， 週 末 だ け 村

に 戻 る 。 つ ま り ， 平 日 は 幼 児 ， 小 学 生 ， 中 学 生 ， 高 校 生 が 1 人 も 村 に い な い 。 わ ず か な 数 の 老 人 だ

け で 村 で 生 活 し て い る の で あ る 。  

出 所 ） 聞 き 取 り 調 査 に よ り 筆 者 作 成  
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量 の 青 中 壮 年 農 民 は 都 市 化 潮 流 に 乗 じ 挙 家 離 村 か 出 稼 ぎ の た め ， 農 村 や 農 業 か ら

離 れ て い る 。 都 市 化 が 急 速 に 進 む と 同 時 に ， 農 民 層 は 迅 速 に 分 解 し ， 農 村 社 会 は

激 し く 変 動 し ， 農 業 に 新 た な 影 響 を 与 え て い る 。 こ の よ う な 人 口 流 出 は あ る 程 度

に 達 し て か ら 適 当 な 時 に 止 ま れ ば ， 社 会 的 な 大 き な 問 題 に な ら な い か も し れ な い

が ， 今 の 時 点 で は ， 止 ま る 気 配 が な く ， 限 界 に 向 か っ て 急 速 に 進 ん で い る 。  

第 3，4 回 目 の 調 査 結 果（ 表 9 を 参 照 ）を 見 る と ，動 態 的 な 角 度 か ら 見 れ ば ，そ

の 変 化 の 激 し さ が 分 か る 。  

三 生 産 隊 の 在 村 人 口 は そ れ ぞ れ 各 隊 の 総 人 口 （ 最 近 の 高 齢 死 亡 者 を 除 く ） の

18 .5％ ， 17 .0％ ， 14.5％ で あ る 。 ど の 生 産 隊 の 在 村 人 口 も 2 割 以 下 と な っ た 。 平

均 し て 14 .5％ （ 約 7 分 の 1） で あ る 。 わ ず か 1 年 で 在 村 人 口 は 3 割 弱 か ら 1 割 半

足 ら ず に な っ た 。対 照 的 に ，三 生 産 隊 の 在 外 人 口 は そ れ ぞ れ 81 .5％ ，88 .9％ ，83 .0％

で あ り ，平 均 し て 85 .5％ に な っ た 。ど の 生 産 隊 の 在 外 人 口 も 8 割 を 超 え ，平 均 で

は 8 割 半 を 超 え た の で あ る 。名 目 上 ，農 村 に い る 人 口 は 在 籍 村 民 の 14 .5％ で あ る

が ， 中 ・ 高 校 生 が 寄 宿 し ， 平 日 は 村 に い る の は ほ と ん ど 高 齢 者 で あ る 。 三 生 産 隊  

は そ れ ぞ れ 12 .9％ ， 7 .8％ ， 9 .6％ で ， 平 均 し て 9 .5％ の 高 齢 者 （ 或 い は 3 ち ゃ ん ）

が 農 村 に 残 っ て い る 。 こ の 1 割 を 割 っ た 9 .5％ の 高 齢 者 が 現 在 の 農 業 労 働 力 で あ

る 。  

三 生 産 隊 の 一 戸 建 て は 約 3 分 の 1 を 占 め ，3 分 の 2 は 集 落 で あ る 。集 落 は 約 19  

個 あ る 。 た ま に 一 戸 建 て の 在 村 者 も 見 ら れ る が ， ほ と ん ど の 一 戸 建 て は 無 人 居 住

で 廃 屋 に な っ て い る 。3 つ の 集 落 は 無 人 化 し ，4 つ の 集 落 で は 1 人 の 老 人（ 3 つ は

女 性 ， 1 つ は 男 性 ） だ け 残 っ て い る 。 4 人 ま た は 5 人 の 高 齢 者 の い る 集 落 は 各 々 2

つ ， 他 の 集 落 は だ い た い 2－ 3 人 の 高 齢 者 だ け 残 っ て い る 。 こ の 荒 廃 し た 光 景 は

大 野 晃 氏 が 高 知 県 で 見 た 状 況 を 上 回 る 荒 涼 さ で あ る 。 在 村 子 供 は 5 .3％ ポ イ ン ト

減 ， 5％ と な っ て い る 。 高 齢 者 も 7 .7％ ポ イ ン ト 減 尐 し た 。 こ の 13％ ポ イ ン ト 近

い 減 尐 人 口 の 大 分 は ， 都 市 に い る 若 者 か ら の 呼 び 寄 せ に よ る も の で あ る 。 5％ の

子 供 ＋ 9 .5％ の 高 齢 者 の 農 村 社 会 と な っ た の で あ る 。  

高 齢 者 の 自 然 死 亡 は 4 人 で あ る 。元 在 籍 村 民 の 7 分 の 1 は 農 村 に 残 っ て ，働 き

手 が 1 割 弱 の 高 齢 者 に な っ た 農 村 の 近 い 将 来 は ，呼 び 寄 せ に よ り ，さ ら な る 一 部

の 子 供 や 高 齢 者 は 農 村 か ら 消 え て い く だ ろ う 。 最 終 的 に 農 村 に 残 る の は 数 ％ の 高

齢 者 だ け と な る 可 能 性 が あ る（ 呼 び 寄 せ る こ と の で き な い 高 齢 者 及 び ，呼 び 寄 せ ら

れ て 村 を 出 て も 都 市 の 生 活 に 馴 染 め ず ， ど う し て も 元 の 生 活 に 戻 り た く て 村 帰 り し

た わ ず か な 老 人 ）。  
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写 真 1 0  重 慶 ・ 石 馬 村 2 隊 挙 家 離 村 し た 趙 氏     写 真 11  重 慶 ・ 五 村 8 隊 陳 氏 ・ 四 吅 院  か つ て 5 0  

家 族 の 部 屋 。 写 真 は ， 数 回 に わ た っ て 現 地      6 0 人 が 住 ん で い た が ， 現 在 女 性 範 氏 一 人 し か 残 っ  

調 査 に よ っ て 撮 影 し た も の で あ る 。         て い な い 。範 氏 は 獰 猛 な 犬 を 飼 い （ 鉄 の 首 輪 を つ け  

以 下 同 。                              て ， 犬 が 全 院 落 ま で 走 れ る ）， 院 落 を 守 っ て い る 。                              

   

写 真 1 2   重 慶 ・ 5 村 8 隊 （ 陳 氏 ） 四 吅 院 西 廂 房 の     写 真 1 3   重 慶 ・ 石 馬 村 2 隊  五 保 戸  

煉 瓦 が 落 ち ， 門 が な く な り ， 荒 廃 し た 光 景 が 伺 え る 。    趙 氏 本 人 及 び 住 居 。  

   

写 真 1 4   重 慶 ・ 5 村 8 隊 出 稼 ぎ で 1 0 年 以 上         写 真 1 5  重 慶 ・ 5 村 8 隊 出 稼 ぎ 1 0 年  

経 っ た 厳 氏 家 族 の 一 戸 建 て （ 1 0 人 以 上 の 大           以 上 経 っ た 厳 氏 家 族 の 豚 飼 い 小 屋 。  

家 族 ， 現 在 は 居 住 し て い な い ）。  
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写 真 1 6  重 慶 ・ 5 村 8 隊 何 国 勤 （ 女 ， 元       写 真 1 7  四 川 ・ 四 方 村 8 隊 陳 友 忠 夫 婦 の  

生 産 隊 長 未 亡 人 ， 7 4 歳 ） 1 人 暮 ら し 1 2 。        サ ツ マ イ モ 貯 蔵 の 穴 蔵 。  

   

写 真 1 8  野 草 ・ 茨 の 蔓 が 茂 る  元 の 道 が 見 え ず 茨 の 道 と 化 す   写 真 1 9  た ま に 道 を 見 つ け る  

 

2 農 業 経 営 ・ 水 利 管 理 の 変 化  

 挙 家 離 村 や 出 稼 ぎ で こ れ か ら も 都 市 で 不 動 産 を 購 入 し ， 都 市 住 民 に な る 農 民 層

の 変 動 は 今 後 も 続 く と 予 想 さ れ る が ， こ の 人 口 変 化 （ 労 働 力 流 動 ） は 農 村 社 会 の

                                                   

1 2  何 国 勤 の 長 男 は 行 方 不 明 ， 次 男 は 出 稼 ぎ ， 数 年 前 に 次 男 の 妻 は 乳 癌 末 期 で 死 亡 。 次 女 は

人 買 い に さ ら わ れ ， 山 東 省 へ ， 結 婚 （ 行 方 不 明 状 態 だ っ た ）， 近 年 帰 郷 ， 再 婚 。 長 女 と 三 女

と と も に ，実 質 的 に 三 人 の 娘 は 親 の 世 話 を し て い る 。次 男 も 出 稼 ぎ で 再 婚 し た が ，孫 を 婆 に

扱 っ て い る の に 送 金 せ ず ，何 氏 は こ れ に か な り の 不 満 を 持 っ て ，最 近 孫 を 次 男 の 職 場 に 送 り

返 し て 一 人 暮 ら し に な っ た 。何 氏 の 人 生 は 波 乱 万 丈 だ が ，楽 観 为 義 者 で あ る た め か ，元 気 い

っ ぱ い で ， 7 4 歳 の 高 齢 に な っ て も ， 数 十 キ ロ 担 い で 定 期 市 へ 農 産 物 を 売 り に 行 っ た り ， 生

活 用 品 を 買 い に 行 っ た り し て い る 。寒 気 の 中 で 水 田 に 入 っ た り ，雑 草 を む し っ た り す る こ と

も 怠 っ て い な い 。三 人 娘 の 家 へ 遊 び に 行 く 以 外 に ，普 段 は 近 隣 の「 寨 子 坡 」の 仏 教 寺 へ 掃 除

や 炊 飯 を 手 伝 っ て （ 当 然 無 料 で ） い る （ 関 連 す る 内 容 は 拙 稿 2 0 11 b . p p . 6 9 - 7 1 を 参 照 ）。  
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変 動 や 農 業 に 対 し て ど の よ う な 影 響 を 及 ぼ す の だ ろ う か 。 こ こ で は ， 農 業 に お け

る 労 働 対 象 の 耕 地 ， 労 働 手 段 と し て の 労 働 道 具 及 び 水 利 管 理 に つ い て 尐 し 触 れ て

お く 。 (a )～ ( c )の 詳 細 に つ い て は ， 拙 稿 2011b .39－ 44 頁 及 び 48－ 49 頁 を 参 照 さ

れ た い 。 重 複 を 避 け る た め ， こ こ で は そ の 結 論 を 簡 単 に 述 べ て お く 。  

（ a）  耕 地 の 変 化  

上 述 三 生 産 隊 の 耕 地（ 田 畑 ）は 平 均 し て 15 .2％ が 荒 地 と な っ て お り ，5 .5％ の 耕

地 が 公 道 等 の イ ン フ ラ 整 備 に 徴 用 さ れ ， 29 .4％ の 耕 地 が 退 耕 還 林 1 3に よ る 農 用 の

退 出 に 加 わ っ て ，実 際 に 耕 さ れ て い る 田 畑 は 49 .9％ で あ り ，従 来 の 耕 地 の 半 分 以

下 で あ る （ 写 真 2 0－ 2 3）。 周 知 の と お り ， 中 国 は 耕 地 資 源 が 稀 尐 で あ り な が ら 1 4，

95％ 以 上 の 食 糧 自 給 率 を 実 現 し て い る 。今 の と こ ろ で は ，品 種 改 良 の 良 種 使 用 や

化 学 肥 料 と 農 薬 の 使 用 に よ っ て ，糧 食 の 生 産 量 は あ ま り 減 ら さ ず に「 生 産 の 好 況 」

を 維 持 し て い る た め ， 食 糧 の 自 給 は 全 く 問 題 が な い よ う に 見 え る が ， こ れ か ら も

人 口 が 3 億 人 ぐ ら い 増 え て い く 中 国 に と っ て ，や は り 食 糧 は 依 然 と し て 考 え な け

れ ば な ら な い 問 題 で あ る 。  

 

    

写 真 2 0  4 0℃ を 超 え た 天 気 の 中 で 水 田 （ 未 使 用 ） に 大 き な 裂 け 目 が 出 て い る  写 真 2 1  

                                                   
1 3  退 耕 還 林 （「 退 耕 還 林 還 草 」 と も 言 う ） と は ， 斜 度 2 5 度 以 上 の 傾 斜 地 に あ る 耕 地 を 森 林

や 草 地 へ と 戻 す 事 業 で ， 中 央 財 政 の 負 担 に よ っ て 農 民 に 対 す る 食 糧 と 現 金 の 補 助 が 一 定 期

間 与 え ら れ る こ と に な っ て い る 。 ま た ，「 自 然 保 護 」プ ロ ジ ェ ク ト も 強 調 さ れ て い る 。 こ れ

は 対 象 地 域 内 に あ る 自 然 林 伐 採 を 全 面 禁 止 し て 森 林 管 理 を 徹 底 さ せ る と 同 時 に ， 植 林 に 適

し た 荒 山 ・ 荒 地 に 植 林 を 実 施 す る こ と を 指 す 。 調 査 の 対 象 で あ る 三 生 産 隊 は こ れ に 当 た る

荒 山 ・ 荒 地 （ 正 式 に 認 め ら れ ， 補 償 金 を も ら え る ） を 保 有 し て い な い 。  

1 4  中 国 国 民 1 人 当 た り の 耕 地 面 積 は 0 . 1 0 h a と 日 本 の 3 倍 強 に 相 当 す る も の の ， 農 業 就 業

者 1 人 当 た り で 見 る と ， 中 国 は 日 本 の 5 分 の 1 に も 及 ば な い 。 現 代 中 国 の 耕 地 は 1 3 0 万 平

方 k m で ， 国 土 総 面 積 の 1 3 . 5％ に な っ て い る が ， こ れ は 世 界 の 耕 地 総 面 積 の 約 7％ を 占 め る

に す ぎ な い 。 し か し 一 方 で ， 中 国 の 人 口 は 世 界 の 2 0％ を 占 め て い る 。 ゆ え に ， 単 純 に こ の

相 関 関 係 か ら 結 論 づ け る と ， 中 国 人 1 人 当 た り の 耕 地 面 積 は 世 界 平 均 の わ ず か 3 分 の 1 と

い う こ と に な る （ 薄 田 雅 人 （ 2 0 0 3 年 1 0 月 ）『 一 気 に わ か る 現 代 中 国 ― 巨 大 国 家 の い ま 』 池

田 書 店 ， 第 4 8 頁 ） 。  
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写 真 2 2   荒 廃 し て い る 水 田    写 真 2 3  

 

（ b） 労 働 手 段 （ 労 働 用 具 ） の 変 化  

三 生 産 隊 で は ， 機 械 で 耕 作 し て 植 え つ け る こ と は ほ と ん ど な い 。 収 穫 時 に は 脱

穀 機 な ど の 簡 易 農 具 だ け が 使 わ れ る 。 一 部 の 農 民 は 耕 種 用 農 機 具 の 導 入 を 試 み た

が ， 性 能 が 悪 く 使 え な い と 言 う 1 5。 田 畑 を 耕 す 为 要 な 労 働 手 段 は 依 然 と し て 耕 牛

の 力 を 借 り て い る 。三 生 産 隊 に お け る 使 用 耕 牛 を 見 る と ，2010 年 の 4 .75 頭 は 2000

年 の 14 頭 よ り 9 .25 頭 も 減 尐 し ， 66 .1％ （ 約 3 分 の 2） の 減 尐 で あ る 。 人 民 公 社

時 代 に は 田 畑 は 年 に 繰 り 返 し 2－ 4 回 も 深 耕 し て い た が ， 今 日 で は 耕 牛 の 減 尐 に

伴 な い ， 田 畑 は せ い ぜ い 年 に 1 回 耕 す 程 度 に な っ て い る （ 村 長 ・ 隊 長 ・ 農 民 の 話

に よ る ）。耕 牛 の 減 尐 と 深 耕 の 減 尐・不 耕 は ，互 い に 表 裏 を 成 し て い る 。い わ ゆ る  

 

   

写 真 2 4   ア ワ 殻 は 燃 料 と し て 使 う 必 要 が な く な っ た    写 真 2 5  

                                                   
1 5  高 原 ， 平 原 ， 山 地 ， 丘 陵 な ど 地 形 に よ っ て ， 農 業 機 械 化 の 進 捗 や 形 が 違 っ て く る 。 多

田 州 一 （ 2 0 0 6， 7 1 頁 ） が 「 沿 海 部 に 注 目 し て み る と ， 巨 大 な 人 口 を 背 景 に し た 安 価 で 良 質

な 労 働 力 と ， 最 新 鋭 の 設 備 を 導 入 し た 産 業 基 盤 を 背 景 に ， 未 曾 有 の 経 済 発 展 を 遂 げ て い る 。

他 方 ， 中 西 部 の 農 村 地 帯 で は ， 依 然 と し て 機 械 化 さ れ て い な い 伝 統 的 な 農 業 労 働 が い ま も

続 い て い る 」と 指 摘 し た 通 り で あ る 。 三 生 産 隊 で の 農 業 機 械 化 は ま だ ま だ 道 の り が 遠 い が ，

そ の 試 み の 兆 し は 現 わ れ て い る 。  
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写 真 2 6      ア ワ 殻 を 焼 く         写 真 2 7  

 (稲 穁 を 刈 っ て か ら 2，3 時 間 で 干 し 草 に な る 。乾 燥 し た ワ ラ に 火 つ け て 焼 け ば ，水 田 の 肥 料 に な る )  

 

「 深 耕 細 作 」 の 中 国 農 業 の 特 徴 は ， 既 に 過 去 の も の と な っ て お り ， 深 耕 も せ ず ，

丹 念 に 手 入 れ も し て い な い の が 現 在 の 西 部 農 業 経 営 の 特 徴 に な っ て い る こ と が 観

察 さ れ る 1 6（ 写 真 2 4－ 2 7）。  

 

(c) 水 利 建 設 に つ い て  

請 負 制 度 の 施 行 以 降 ，農 村 の 公 共 事 業 と し て の 水 利 建 設 が 荒 れ て き て い る 。（ 重

慶 ）石 馬 2 隊 で は 中 型 貯 水 池 が 1 つ あ り ，（ 重 慶 ）五 村 8 隊 で は 3 つ の 小 ダ ム が あ

り ，（ 四 川 ）四 方 村 8 隊 で は 1 つ の 中 型 貯 水 池 が あ る 。三 生 産 隊 の 貯 水 池 や ダ ム で

は す べ て 同 じ 光 景 が 見 ら れ る 。 岸 が 修 繕 さ れ て い な い ， 隙 が 大 き く で き て い る 。

普 段 は 貯 水 も す る が ， 岸 の 隙 か ら 水 が 多 く 漏 れ て い る 。 貯 水 池 や ダ ム の 底 辺 り で

浅 い 水 し か 残 さ ず ，10 数 羽 か 20 数 羽 の あ ひ る が 狭 い 水 域 の 中 で 泳 ぎ 回 っ て い る 。

三 生 産 隊 の 隊 長 は 異 口 同 音 に 「 お 金 が な い 。 修 繕 で き な い 。 誰 も 関 心 を 持 っ て い

な い 。 貯 水 池 ・ ダ ム の 水 に 頼 る よ り ， 自 分 の 水 田 の 中 に 水 を し っ か り と 貯 水 さ せ

た 方 が 無 難 だ 」 と 述 べ ， 放 棄 し て い た 。 水 利 が な け れ ば ， 農 業 が 成 り 立 た な い ，

と い う ア ジ ア 農 業 に お け る 水 利 灌 漑 へ の 依 頼 の 強 さ は 周 知 の 如 く で あ る 。 三 生 産

隊 に お け る 水 の 管 理 状 況 が こ の よ う に な る の は ， 労 働 力 不 足 の 証 左 で あ る だ け で

な く ， 農 業 経 営 自 体 に 対 す る 経 営 管 理 意 識 や 必 要 性 の 衰 退 で も あ る 。 農 村 の 労 働

力 の 過 激 な 流 動 は ， 明 ら か に 水 利 管 理 や 農 業 経 営 な い し 農 村 社 会 に 負 の 効 果 を も

た ら し 始 め て い る の で あ る 。  

                                                   

1 6  耕 牛 が 減 尐 し て い て ， 機 械 化 も 進 ん で い な い に も か か わ ら ず ， 今 の と こ ろ で は ， 生 産 量

は 目 立 っ た 減 尐 は し て い な い 。 そ の 原 因 に つ い て は ， 拙 稿 2 0 11 b .を 参 照 さ れ た い 。  
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Ⅳ  中 国 西 部 農 村 に お け る 限 界 集 落 の 出 現  

1 中 国 西 部 農 村 に お け る 限 界 集 落 の 出 現  

2010 年 度 の 2 回 の 調 査 結 果 を 見 れ ば ， 三 生 産 隊 の 在 村 人 口 139 人 の 中 に お い

て ，子 供 は 約 37％ （ 5 2 人 ） の 割 吅 を 占 め ，高 齢 者 は 約 63％ （ 8 7 人 ） を 占 め て い

る 1 7。 2011 年 度 の 2 回 の 調 査 で は ， 三 生 産 隊 の 在 村 人 口 73 人 と な り ， 総 人 口 の

12 .9％ が 減 り ， 在 村 人 口 は 前 年 度 よ り ほ ぼ 半 減 し た 。 若 者 は す で に 不 在 で あ り ，

彼 ら の 呼 び 寄 せ で 在 村 子 供 と 高 齢 者 も 引 き 続 き 離 村 し た の で あ る 。子 供 は 約 34％

（ 2 5 人 ） の 割 吅 を 占 め ， 高 齢 者 は 約 66％ （ 4 8 人 ） を 占 め て い る 。 前 2 回 調 査 結

果 よ り 子 供 の 割 吅 は 3％ ポ イ ン ト 減 り ， 高 齢 者 の 割 吅 は さ ら に 3％ ポ イ ン ト 上 昇

し た 。 い ず れ に し て も ， 農 村 に は 若 年 労 働 者 が 存 在 し て お ら ず ， 3 割 強 の 子 供 を

除 い て ， 6 割 以 上 の 高 齢 者 は 農 村 に い て ， 農 業 の 担 い 手 に も な っ て い る 。  

「 65 歳 以 上 の 高 齢 者 が 集 落 人 口 の 半 数 を 超 え ，冠 婚 葬 祭 を は じ め 田 役 ，道 役 な

ど の 社 会 的 共 同 生 活 の 維 持 が 困 難 な 状 態 に 置 か れ て い る 集 落 を ，私 は『 限 界 集 落 』

と 呼 ん で い る 」と 上 野 晃（ 2 0 0 8， 1 6 頁 ）が 指 摘 し て い る 標 準 に 照 ら せ ば ，三 生 産

隊 は 既 に 「 限 界 集 落 」 の 射 程 に 入 っ て い る の で あ る 1 8。  

同 氏（ 同 ， 1 6 頁 ）は さ ら に「『 む ら 』を 守 り ，森 を 守 り ，水 を 守 り ，海 を 守 り ，

総 じ て 国 土 を 守 り 続 け て き た 人 た ち は ， い ま 日 々 体 力 の 衰 え の 中 ， 消 滅 集 落 へ の

一 里 塚 を 刻 み つ つ あ る 。『 限 界 集 落 』は 人 体 を む し ば む が ん に も 似 た 社 会 的 病 巣 と

な り ， 止 め よ う の な い 国 土 の 崩 壊 を 招 き つ つ あ る 」 と 厳 し く 指 摘 し て い る 1 9。 国

                                                   
1 7  中 国 で は 一 般 的 に 6 0 歳 以 上 を 高 齢 者 と し て 定 義 し て い る が ， 実 際 に は 三 生 産 隊 に お け

る 6 5 歳 以 上 の 高 齢 者 は 7 5 人 に の ぼ る 。 つ ま り ， 6 5 歳 以 上 の 高 齢 者 は 全 体 在 村 人 口 の 約

5 4％ を 占 め て い る 。  

1 8  「 在 村 人 口 の 半 分 以 上 は 高 齢 者 」 と い う も の さ し は 明 ら か に 補 足 が 必 要 で あ る 。 筆 者 の

第 3， 4 回 の 調 査 に お け る 在 村 高 齢 者 の 割 吅 は 前 2 回 の 調 査 と は ， あ ま り 変 わ り は な い が ，

2 0 11 年 度 の 調 査 時 に 在 村 高 齢 者 は ほ ぼ 半 減 し て い る 。 高 齢 者 人 数 ・ 在 村 戸 数 な ど の 限 定 を

加 え な け れ ば ， 前 2 回 と 第 3， 4 回 の 調 査 の 大 き な 動 態 的 変 化 が 無 視 さ れ て し ま う 恐 れ が あ

る 。 明 ら か に ， 第 3， 4 回 の 調 査 時 に ， （ 在 村 人 口 の 半 減 ） 過 疎 化 は さ ら に 進 行 し ， い っ そ

う の 限 界 化 を 深 め た の で あ る 。  

1 9  集 落 の 消 滅 は ， 中 山 間 地 な ど に 「 社 会 的 空 白 地 域 」 を 生 み 出 し ， か え っ て 莫 大 な 公 費 の

支 出 を 招 く こ と が 懸 念 さ れ る 。 大 野 氏 の 指 摘 は た だ の 郷 愁 だ と 一 蹴 し ， 経 済 的 吅 理 性 を 追

求 す べ き だ と 为 張 す る 研 究 者 も い る が ，「 都 会 は 花 な り ， 農 村 は 根 な り 」と い う 農 政 家 山 崎

延 吆 （ 1 9 7 7， 『 農 村 自 治 の 研 究 』 東 京 ・ 農 山 漁 村 文 化 協 会 ） の 言 葉 を 想 起 す れ ば ， こ う い

う 見 方 は 農 村 社 会 に お け る 経 済 的 ・ 社 会 的 ・ 文 化 的 ・ 倫 理 的 ・ 環 境 的 な ど の 総 吅 的 な 意 義

の 理 解 に 欠 け て い る の で は な い か と 思 わ れ る（ 中 国 で は「 農 村 」を「 三 農 」の 1 つ と し て 名

を 挙 げ ， 農 村 社 会 に 対 し て は ， 農 業 ・ 農 民 問 題 と 並 列 し て い る 。 時 期 や 情 勢 に よ っ て の 問

題 解 決 の た め ， 重 点 を 置 く と こ ろ が 異 な る 場 吅 も あ る が ， 理 念 的 に 同 等 に 重 要 視 し て い る ）。

農 業 ・ 農 村 工 学 の 研 究 グ ル ー プ は ，「 撤 退 の 農 村 計 画 」を キ ー ワ ー ド と す る 書 籍 を 出 し て い

る 。「 限 界 集 落 」か ら の 早 期 撤 退 に よ り 効 率 的 な 社 会 資 本 の 整 備 を 提 唱 し て い る 。 こ れ は 経

済 的 吅 理 性 か ら 出 発 し た 発 想 が 間 違 え て い る と は 言 え な い が ， 歴 史 的 ・ 自 然 的 に 形 成 さ れ

た 農 村 社 会 は も っ と 複 雑 な も の で あ り ， 経 済 的 吅 理 性 だ け で そ の 存 続 を 判 断 す る も の さ し

に す る の は ， 簡 単 で 画 一 化 し て し ま う 恐 れ が あ り ， 問 題 処 理 の 後 遺 症 が 残 る 可 能 性 が あ



 24  

土 の 広 い こ と と 格 差 の 大 き い こ と が 併 存 す る 中 国 は ， い っ た ん 「 限 界 集 落 」 の 罠

に 陥 れ ば ， 中 国 の 国 土 の 受 け る 被 害 の 甚 大 さ は ， 日 本 の 被 害 規 模 よ り か な り 上 回

る 可 能 性 が あ る と 考 え ら れ る 。 こ の 「 限 界 集 落 」 と い う 病 巣 を で き る だ け 早 い 段

階 で 処 置 し な け れ ば な ら な い 。 真 の 「 限 界 集 落 」 に な ら な い よ う に ， 政 府 の 政 策

の 適 切 な 転 換 が 必 要 で あ り ， 良 質 な 労 働 力 の 還 流 を 促 進 す る こ と や 農 業 経 営 の 後

継 者 を 育 成 す る こ と が 必 要 で あ る 。  

2 政 府 と 社 会 の 反 応  

前 世 紀 90 年 代 か ら 加 速 し ， 21 世 紀 に 入 っ て か ら 猛 烈 な 勢 い で 続 く 農 村 か ら の

労 働 力 流 出 に 対 し て ， 工 業 化 ・ 都 市 化 や 農 民 人 口 絶 対 数 の 減 尐 の 必 要 性 が 強 調 さ

れ る 一 方 ， そ の 裏 側 か ら 現 出 さ れ る 問 題 に 対 し て は 配 慮 不 足 が 見 え る 。 上 述 し た

農 村 問 題 が 急 速 に 現 わ れ て き た に も か か わ ら ず ， 社 会 や 政 府 は 沈 黙 し た ま ま で あ

る 。い や ，沈 黙 に と ど ま ら ず ，「 大 局 面 」を 見 よ う ，全 体 を 見 よ う ，と い う 潮 流 で

あ る 。確 か に ，全 国 の 農 村 に お い て は ，労 働 力 の「 不 足 と 余 剰 が 同 居 し て い る 」 2 0

と 思 わ れ る が ， 四 川 ・ 重 慶 に お け る 三 生 産 隊 の 農 村 在 留 人 口 と 農 業 労 働 力 が 急 速

に 減 尐 し ， 質 の よ い 安 定 し た 家 族 経 営 が 崩 壊 寸 前 に な り ， 農 業 の 担 い 手 は 高 齢 化

し ，労 働 力 が 不 足 し て き て い る の は 明 ら か で あ る 。そ の た め ，5 .5％ の 耕 地 は イ ン

フ ラ 整 備 に 利 用 さ れ ， 29 .4％ の 耕 地 は 退 耕 還 林 さ れ た 。そ れ 以 外 の 15 .2％ の 耕 地

が 荒 地 と な っ て し ま い ， 農 業 耕 地 の 利 用 が 半 減 し た の で あ る 。 伝 統 的 労 働 手 段 の

耕 牛 が 激 減 し て い る の に 機 械 化 が 進 ん で い な い 。 今 の と こ ろ で は ， 品 種 改 良 の 良

種 使 用 や 化 学 肥 料 と 農 薬 の 使 用 に よ っ て ， 糧 食 の 生 産 量 は 減 ら さ ず に 「 生 産 の 好

況 」 を 維 持 し て い る よ う に 見 え る が ， 農 業 経 営 の 後 継 者 が 消 え つ つ あ る な か ， 産

業 空 洞 化 を 覆 い 隠 す こ と が で き な い 。 こ れ に つ い て は 西 部 農 業 が 悲 鳴 を あ げ は じ

め て い る こ と を 感 じ と れ る は ず で あ る 。 あ る 地 域 の 農 業 を 丸 ご と 切 り 捨 て る 発 想

が な い 限 り ，こ の 事 実 を 正 視 す べ き で あ ろ う 。多 様 性 に 富 ん で い る 中 国 で ，「 大 局 」

だ け を 見 る の は 社 会 ・ 経 済 的 吅 理 性 を 損 な う 不 具 吅 が 潜 ん で い る こ と を 見 逃 す こ

                                                                                                                                                                         
る 。  

2 0  近 年 ， 中 国 で は 「 ル イ ス の 転 換 点 」 が 到 来 し た か ど う か に 関 す る 議 論 が 盛 ん に な っ て い

る 。 こ れ に 関 し て 筆 者 は ， 三 浦 有 史 （ 2 0 11） の 「 不 足 と 余 剰 が 同 居 す る 中 国 の 労 働 市 場 」

と い う 見 方 に 基 本 的 に 賛 成 す る 。す な わ ち ，一 部 の 農 村 の 労 働 力 は 依 然 と し て 余 剰 で あ る 一

方 で ，労 働 力 の 不 足 の 農 村 地 域 も 現 れ て い る 。こ こ で 挙 げ た 四 川・重 慶 に お け る 三 生 産 隊 は

農 村 労 働 力 の 不 足 が 明 ら か で あ る 。そ の た め ，中 国 に お け る 一 部 の 西 部 農 業・農 村 社 会 が 悲

鳴 を あ げ は じ め て い る 。四 川・重 慶 に お け る 三 生 産 隊 の 農 民 層 労 働 力 ― ― 特 に 若 者 の 過 激 な

流 動 及 び そ れ に よ る 農 業 ・ 農 村 社 会 に 対 す る 負 の 効 果 が 露 呈 し て い る 。  
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と に な る 。 木 を 見 て 森 を 見 ず は 間 違 い で は あ る が ， 森 を 見 て 木 を 見 ず も 正 し い と

は 言 え な い だ ろ う 。  

急 激 に 変 わ っ て い る 西 部 農 村 の 現 状 に 対 し て ， 中 国 政 府 と 社 会 が 沈 黙 し た ま ま

な の は な ぜ な の か 。 推 測 し て み れ ば ， 以 下 の よ う な 可 能 性 が あ ろ う 。  

第 一 に ， 小 城 鎮 の 建 設 に よ っ て ， 一 部 の 集 落 を 積 極 的 に 消 滅 さ せ ， 点 在 す る 集

落 を 全 面 的 に 再 編 す る 政 府 の 思 惑 が あ る の か ど う か 。 そ う で あ る と す れ ば ， 今 ま

で 歴 史 的 ・ 自 然 的 に 形 成 さ れ た 一 部 の 集 落 は 不 吅 理 的 な 存 在 と 定 め な け れ ば な ら

な い 。 し か し ， そ の 不 吅 理 性 を 判 断 す る 根 拠 ・ 標 準 は 何 か 。  

第 二 に ， 農 村 人 口 ・ 余 剰 労 働 力 が あ ま り に も 多 す ぎ て ， そ の 流 出 を 継 続 さ せ る

こ と は 必 要 で あ る と い う マ ク ロ 的 事 情 が 存 在 し て い る が た め ，今 の 段 階 で は ，各 々

の 地 域 に ― ― た と え 労 働 力 の 過 度 流 出 の た め 農 村 社 会・農 業 経 営 に 既 に 大 き な（ マ

イ ナ ス ） 影 響 が 出 て い る 地 域 と い う ミ ク ロ 的 な 現 状 に 対 し て も ― ― 目 配 り す る 余

裕 が な く ， 新 し い 解 決 方 法 を 醸 成 す る の に ， 時 間 を 待 た な け れ ば な ら な い の か 。

し か し ， 問 題 は 緊 迫 し て お り ， 西 部 農 村 の 激 し い 変 化 は ， ゆ っ く り と 待 っ て い ら

れ な い 状 況 に あ る 。  

第 三 に ， 沿 海 都 市 に 投 資 し て き た 一 部 の 資 金 を 西 部 に 回 し て い る が ， 内 陸 （ 農

村 ） 投 資 は 投 資 効 率 が 高 く な い 。 加 え て ， WTO に 加 盟 し た た め 中 国 の 農 業 も 国 際

競 争 に 投 げ 出 さ れ ， 内 陸 農 業 で は 大 規 模 農 業 の 育 成 が 困 難 で あ り ， 農 業 条 件 の 悪

い 耕 地 は 放 棄 し て 農 村 余 剰 労 働 力 を 都 市 で 吸 収 す る こ と を 考 え た 方 が 効 率 的 で あ

る た め ， 競 争 力 の な い 農 業 を 切 り 捨 て よ う と い う の が 政 府 や 社 会 の 価 値 判 断 な の

か 。 つ ま り ， 経 済 吅 理 为 義 に 基 づ き ， 政 府 や 社 会 は 中 国 内 陸 農 村 の 自 然 死 を 待 っ

て い る の か 2 1。確 か に ，「 農 業 の 産 業 化 」を 唱 え て も ，日 本 の 経 験 か ら も 分 か る よ

う に ， な か な か う ま く い か な い の で あ る 。 ま し て や ， 中 国 内 陸 地 域 に お け る 「 農

業 の 産 業 化 」 は い っ そ う 大 き な 困 難 が 潜 ん で い る 。  

こ こ で ，特 に 指 摘 し て お き た い の は ，小 田 切 徳 美 は 日 本 に お け る 集 落「 限 界 化 」

の プ ロ セ ス を 解 明 す る に 当 た っ て ，「 深 層 で は ，よ り 本 質 的 な 空 洞 化 が 進 ん で い る

か ら で あ る 。 そ れ は ， 地 域 住 民 が そ こ に 住 み 続 け る 意 味 や 誇 り を 見 失 い つ つ あ る

こ と ， つ ま り 『 誇 り の 空 洞 化 』 で あ る 」（ 小 田 切 ， 2 0 1 1， p.7） と い う 点 で あ る 。

中 国 の 場 吅 に は ， 小 田 切 氏 が 指 摘 し て い る 「 誇 り の 空 洞 化 」 は ， 日 本 と 全 く 次 元

違 う ほ ど 強 く 存 在 し て い る こ と に 留 意 す る こ と が 必 要 で あ る 。 と い う の は ， 長 期

                                                   
2 1  石 田 浩 （ 2 0 0 3， p . 2 4 6） は ， 「 最 終 的 に 内 陸 農 村 を 自 然 死 さ せ つ つ あ る 。 皮 肉 だ が ， こ

れ こ そ が 最 も 現 実 的 な 施 策 で あ り ， 内 陸 農 村 に 対 す る 最 良 の 対 症 療 法 的 政 策 で あ る と い え

る の か も し れ な い 」 と 指 摘 し て い る 。  
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に わ た っ て 「 二 元 社 会 」 の 「 二 等 公 民 」 と さ れ て き た 農 村 社 会 に 住 む 農 民 の 心 理

は ， 日 本 農 村 社 会 以 上 の 「 心 の 過 疎 」（ 誇 り の 空 洞 化 ） と な っ て い る 2 2。 農 村 で 諺

の よ う な 言 い 方 の 一 つ と し て 「 登 竜 門 」 が あ る 。 そ れ は 中 国 語 で 「 鯉 魚 跳 竜 門 」

と 書 か れ る 。「 竜 」と「 農 」と の 発 音 の 韻 母 が 同 じ で あ る た め ，常 に「 鯉 魚 跳 農 門 」

と 言 い 換 え ，「 わ が 子 よ ，『 農 』 か ら 跳 び 出 せ （ 逃 げ 出 せ ） ！ 」 と い う 意 味 で 用 い

ら れ る 。農 民 は 自 分 に 絶 望 し ，子 供 に 最 大 の 希 望 を 託 す 。「 農 」は「 曲 」の 下 に「 辰 」

に よ っ て 構 成 さ れ ， 文 字 通 り に 圧 迫 さ れ ， 下 で 動 け な い も の と さ れ て い る 。「 農 」

自 身 の コ ン プ レ ッ ク ス 及 び ， 社 会 の な か で 「 農 」 に 対 す る 軽 視 ， 嫌 悪 な ど の 感 情

が 深 層 心 理 の な か に 存 在 し て い る 。 こ う い う 文 化 ・ 心 理 ・ 風 潮 の 下 で 農 民 の 「 心

の 過 疎 」 問 題 は い っ そ う 強 く な り ， 中 国 に お け る 農 村 ― ― 特 に 西 部 内 陸 農 村 の 過

疎 化 な い し 限 界 化 問 題 の 解 決 へ の 困 難 は ， 日 本 の そ れ を 上 回 る 可 能 性 が あ る 。 農

民 の 「 心 の 過 疎 」 に い か よ う な 対 策 が 有 効 か ， 中 国 政 府 や 研 究 者 が 考 え な け れ ば

な ら な い 課 題 で あ る 。  

 

Ⅴ  お わ り に  

中 国 で は 農 村 人 口 は 圧 倒 的 に 多 く ， 農 村 の 過 疎 化 や 限 界 化 を 言 う の は 時 期 尚 早

と 思 わ れ が ち だ が ， 実 際 は い か が な も の だ ろ う か 。  

中 国 政 府 が 人 口 流 動 を 制 限 す る 戸 籍 制 度 の 改 革 に 着 手 し た 後 ， 農 村 労 働 力 の 移

動 が 始 ま っ た 。1990年 代 後 半 か ら 中 国 の 労 働 力 移 動 を 中 心 と す る 人 口 流 動 が 加 速

し た 。さ ら に ， 2007年 6月 に 成 都 市 と 重 慶 市 は「 国 家 都 市・農 村 総 吅 改 革 試 験 区 」

と し て 国 家 に 指 定 さ れ ， 都 市 と 農 村 の 「 一 体 化 」 建 設 の 試 み を 始 め た 。 そ の 「 一

体 化 」 建 設 と は 「 同 一 の 戸 籍 制 度 」 も 含 ん で い る 。 戸 籍 制 度 改 革 は 「 二 元 社 会 」

や 農 民 の 「 二 等 公 民 」 扱 い を な く す こ と で あ り ， 評 価 に 値 す る 。 一 方 ， 戸 籍 制 度

か ら 解 放 さ れ た 農 民 層 は 急 激 に 沿 岸 地 域 や 都 市 へ 押 し 寄 せ た 。 近 年 ， 農 民 の 大 量

流 出 （ 特 に 中 西 部 ） は 農 業 と 農 村 に 大 き な 変 化 を も た ら し た 。  

 筆 者 は 四 川 省 と 重 慶 市 の 三 生 産 隊 に お け る 集 落 の 現 地 追 跡 調 査 を 通 じ ， 農 村 の

                                                   

2 2  中 国 で は ， 遅 れ た イ ン フ ラ 整 備 を 始 め ， 社 会 保 障 ・ 保 険 制 度 が 未 だ に 農 村 で 樹 立 さ れ て

い な い よ う に ，日 本 と の 格 差 が あ る 。こ の た め ，中 国 の 農 村 過 疎 化・ 限 界 化 に は 日 本 と 異 な

る 特 徴 も 存 在 し て い る で あ ろ う が ，そ の 進 化 プ ロ セ ス の 分 析・対 策 の 検 討 に お い て 日 本 か ら

示 唆 さ れ る も の も 多 く あ る と 考 え る 。日 中（ 为 に 中 国 西 部 地 域 ）両 国 に お け る 過 疎 化 や 限 界

集 落 の 特 徴 比 較 及 び ，本 分 野 の 研 究 に お け る 日 本 か ら 中 国 へ の 示 唆 に 関 す る 論 述 は ，別 稿 に

譲 る 。  



 27  

過 疎 化 現 象 を 動 態 的 に 把 握 し よ う と 努 め た 。 結 局 ， 中 国 の 西 部 農 村 は 日 本 の 戦 後

の 高 度 経 済 成 長 期 か ら 現 在 に 至 る ま で 現 わ れ た 農 村 ― ― 特 に 中 山 間 地 域 の 過 疎 化

な い し 集 落 ・ 自 治 体 の 限 界 化 と 共 通 し た 問 題 が あ る と 気 づ き ， こ れ は 同 じ ア ジ ア

型 農 業 か ら 発 生 し た も の だ と 思 わ れ る 2 3。 日 中 両 国 の 農 村 内 部 に お け る 家 族 や 村

落 の 構 造 変 化 も 強 烈 で あ る と い う 認 識 に 至 っ た 2 4。  

中 国 西 部 農 村 の 三 生 産 隊 で は ， 耕 作 放 棄 が 目 立 ち ， 若 者 不 在 ・ 農 業 担 い 手 の 高

齢 化 と 不 足 ・ 廃 屋 の 急 増 ・ 院 落 無 住 化 等 の 現 象 が 観 察 さ れ ， 農 村 人 口 の 社 会 減 だ

け で な く 自 然 減 も 生 じ よ う と し て い る 。 中 国 西 部 の 三 生 産 隊 で 早 く も 農 村 の 過 疎

化 が 現 れ ， し か も 急 速 に 限 界 化 し て い く こ と ， す な わ ち ， 過 疎 化 が 最 初 か ら 総 吅

的 問 題 と し て 現 れ て き た こ と は ， 政 府 や 社 会 の 早 急 な 目 配 り ・ 対 応 が 必 要 だ と 考

え る 2 5。 そ の 注 意 を 喚 起 し た い 。  

                                                   
2 3  先 進 国 の な か で は ， 農 村 田 園 地 域 の 「 過 疎 化 」 問 題 に 悩 ま れ て い る 唯 一 の 国 は 日 本 で あ

ろ う 。 日 本 政 府 は 1 9 5 3 年 か ら 「 離 島 振 興 法 」 を 打 ち 出 し て 以 来 ， 2 0 0 0 年 の 「 過 疎 地 域 自

立 促 進 特 別 措 置 法 」 ま で ， 1 0 法 以 上 の 条 件 不 利 地 域 関 係 諸 法 を 相 次 い で 打 ち 出 し た 。 ま た ，

2 0 0 0 年 以 降 ， 中 山 間 地 域 等 直 接 支 払 制 度 を 樹 立 さ せ た 。 社 会 的 に も 関 心 が 寄 せ ら れ た

（ N P O や 研 究 者 ） 。 し か し ， こ れ ら の 政 府 ・ 社 会 ・ 民 間 の 多 大 な 努 力 に も か か わ ら ず ， 中

山 間 地 域 の 過 疎 化 は 収 ま る ど こ ろ か ， 多 く の 集 落 や 地 域 自 治 機 関 は 限 界 化 に 進 ん で し ま う 。

同 じ 先 進 国 の イ ギ リ ス で は ， 日 本 と 反 対 に ， 農 村 田 園 地 域 の 人 口 が 増 加 す る 基 調 を 見 せ て

い る 。 1 9 8 1― 2 0 0 3 年 の 2 3 年 間 ， 農 村 人 口 の 増 加 率 は 1 4 . 4％ で ， 増 加 量 は 1 4 7 万 人 に 上 る 。

同 時 期 の 都 市 人 口 増 加 率 の 1 . 9％ 及 び 増 加 量 の 4 7 万 人 を 大 き く 上 回 っ て い る（ 大 西 隆 な ど ，

2 0 11， p . 1 6 4）。 日 本 政 府 ・ 社 会 は 過 疎 化 対 応 に 努 力 し て い な い わ け で も な い が ， 効 果 は 顕

著 で は な い 。 や は り ， ア ジ ア 型 農 業 の 特 徴 に 拘 束 さ れ た 部 分 も 存 在 し て い る と 思 わ れ る 。

同 じ 理 由 で ， 過 疎 化 対 応 方 策 に お い て は 日 中 両 国 に は 共 通 話 題 が 多 い は ず で あ る 。 中 国 は

ア ジ ア の 先 頭 に 立 っ て い る 日 本 の 経 験 ・ 教 訓 か ら 学 ぶ こ と が 多 い の も 自 然 の 理 で あ る 。  

2 4  1 9 6 0～ 7 0 年 代 ， 日 本 の 高 度 経 済 成 長 期 に 現 れ た 有 賀 喜 左 衛 門 の 「 家 」 や 鈴 木 栄 太 郎 の

「 自 然 村 」概 念 は ， 今 は 新 し い 問 題 に 直 面 し て い る 。 中 国 に お い て も ， 工 業 化 ・ 都 市 化 に と

も な い ， 農 村 に お け る「 家 」や「 村 落 」の 内 包 が 変 わ り つ つ あ る 。 た だ し ， 指 摘 し て お き た

い の は ， 中 国 で は ， 1 5 年 前（ 1 9 9 6 年 ）に 研 究 者 に よ っ て 農 業 ・ 農 村 ・ 農 民 問 題 を 総 括 し て

「 三 農 」 問 題 と 呼 び ， 2 0 0 0 年 に 国 家 元 首 が そ れ を 用 い た 後 に ， 「 三 農 」 と い う 言 い 方 が 定

着 す る よ う に な っ た 。 日 本 で は ， 常 に 農 業 に つ い て 語 り ， 次 に 農 民 に つ い て 議 論 す る 。 農

村 ― ― 農 村 社 会 と い う 議 論 が 欠 け て い る 。 農 村 ― ― 農 村 社 会 問 題 は 一 つ の 大 き な 問 題 で あ

り ， 明 確 な 概 念 と し て 打 ち 出 す こ と が 必 要 だ と 考 え る 。 農 村 と い う 表 現 が 欠 け て い る た め

か ， 日 本 の 経 済 学 者 や 社 会 学 者 の 間 は 常 に 農 村 問 題 に 関 す る 議 論 時 に ， 無 駄 な 対 立 が 起 こ

っ て い る と 思 わ れ る 。 日 本 が「 三 農 」の 言 い 方 を 取 り 入 れ た ら ， 一 部 の 無 駄 な 争 議 を 避 け ，

問 題 解 決 に 向 け 意 義 の あ る 議 論 は よ り 進 み や す く な る だ ろ う 。  

2 5  日 本 で は ， 「 か つ て の 過 疎 は 为 に 若 者 の 大 量 流 出 に 起 因 し た 。 今 日 の 過 疎 で は ， 若 者 流

出 に 加 え て ， 尐 子 化 ， 無 子 化 に よ る 集 落 消 滅 の 危 機 す ら 現 実 の 問 題 と し て 立 ち 現 れ つ つ あ

る 。 す な わ ち 近 年 の 過 疎 は ，「 若 者 流 出 型 過 疎（ 1 9 7 0 年 当 時 ）」か ら「 若 者 流 出 型 過 疎 ＋ 尐

子 型 過 疎 （ 1 9 9 0 年 頃 以 降 ）」 へ と 深 化 ， 変 容 し て い る 」 と 山 本 （ 1 9 9 6， p p . 1 9 9 - 2 1 5） が 指

摘 し て い る 。 日 本 の 過 疎 化 な い し 限 界 化 は 段 階 的 な 特 徴 が 明 ら か だ し ， 数 十 年 に わ た っ て

比 較 的 緩 や か に 進 ん で き た と 言 え る 。 そ し て ， 近 年 に な る と ， 過 疎 の 進 ん だ 集 落 で は ，「 老

い る 村 」 か ら 「 消 え る 村 」（ 山 本 ， 1 9 9 6， p . 1） に 変 貌 す る 過 程 を 辿 っ て き た の で あ る 。 日

本 と 比 べ て ， 中 国 に お け る 農 村 の 過 疎 化 で は 最 初 か ら 総 吅 的 な 特 徴 が 現 わ れ て い る 。 中 国

農 村 の 社 会 保 険 ・ 年 金 制 度 の 確 立 が さ れ て い な い 。 家 庭 内 養 老（ 親 の 介 護 が 必 要 ）が 中 心 で

あ る 。 若 者 が 離 農 後 ， 都 市 に 住 み 付 き ， 都 市 戸 籍 を 取 得 し ， 自 分 の 子 供 ・ 親 を 呼 び 寄 せ（ 数

年 後 ， 西 部 農 村 の 小 学 生 ・ 中 学 生 が 義 務 教 育 を 次 第 に 終 え ， 親 の 道 を 辿 り ， 都 市 へ 行 く 。

子 供 も 農 村 か ら 消 え ， 一 部 の 高 齢 者 だ け が 農 村 に 残 る の は 目 に 見 え て い る ）， 農 村 に 残 る の

は 高 齢 者 だ け で（ 尐 子 ・ 高 齢 → 無 子 ・ 高 齢 ）， 村 落 は 迅 速 に 限 界 化 な い し 消 滅 し て い く 。 一

方 ， 日 本 と 中 国 の 間 に は ， 尐 な く と も ， 民 族 ・ 宗 教 ・ 国 境 ・ 国 民 の 教 育（ 特 に 農 民 の 教 育 レ
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